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は
じ
め
に

中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
医
学
は
、
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
の
医
学
振
興
政
策

の
も
と
で
、
十
世
紀
に
体
系
化
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
医
療
は
、

九
・
十
世
紀
に
は
支
配
層
ら
の
宮
廷
や
富
裕
層
の
生
活
に
取
り
入

れ
ら
れ
、
十
三
世
紀
に
は
都
市
の
庶
民
層
の
社
会
に
も
定
着
し
て

い
た
（
1
）
。

中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
の
医
療
に
つ
い
て
は
、
医
療
シ
ス
テ

ム
・
教
育
環
境
・
医
師
の
社
会
的
地
位
・
個
人
の
医
学
者
の
思
想

な
ど
の
研
究
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
女
性
の

医
療
者
や
彼
女
た
ち
の
活
動
に
関
す
る
研
究
は
、
そ
の
史
料
的
制

約
か
ら
ほ
と
ん
ど
な
い
（
2
）
。

女
性
の
医
療
者
は
中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
で
は
確
実
に
存
在
し

て
い
た
。
時
代
は
下
る
が
そ
の
証
左
と
な
る
記
述
は
二
つ
あ
る
。

マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
の
人
名
録
に
は
、
ジ
ル
ア
ー
ニ
ー
の
研
究
に
よ

れ
ば
、
三
名
の
女
性
が
助
産
婦
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
女
た
ち
は
、
ハ
デ
ィ
ー
ス
学
者
や
教
師

と
し
て
高
名
な
女
性
で
あ
り
、
助
産
婦
と
し
て
の
活
動
は
確
認
で

き
て
い
な
い
（
3
）
。
も
う
一
つ
は
、
十
六
世
紀
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
医
師

ア
ル
ピ
ン
の
記
録
で
あ
る
。
彼
は
、
カ
イ
ロ
で
開
業
し
て
い
る
ト

ル
コ
人
女
性
医
師
に
出
会
い
、
彼
女
か
ら
各
種
薬
の
処
方
に
つ
い

て
知
見
を
得
た
と
い
う
（
4
）
。

筆
者
は
、
十
世
紀
か
ら
十
四
世
紀
の
医
学
倫
理
書
・
文
学
作

品
・
法
学
倫
理
書
の
な
か
で
、
女
性
医
療
者
や
女
性
に
よ
る
医
療

（
以
下
、
女
性
の
医
療
と
す
る
）
に
言
及
し
た
記
述
を
複
数
見
出

し
た
。
女
性
医
療
者
は
、
老
婆‘ajā’iz

、女
性nisā’

、助
産
婦qābila

、

・

・

女
性
の
治
療
師sāni‘a

、
と
記
録
さ
れ
た
。
医
師tabı̄b

と
の
記

述
は
な
い
も
の
の
、
確
か
に
彼
女
ら
は
、
臨
床
に
基
づ
い
た
投
薬

中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
女
性
医
療
者

尾

崎

貴
久
子

中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
女
性
医
療
者
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（
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治
療
や
瀉
血
と
い
う
医
療
行
為
や
助
産
を
行
う
者
た
ち
で
あ
っ
た
。

本
論
の
目
的
は
、
十
世
紀
か
ら
十
四
世
紀
の
女
性
の
医
療
に
つ

い
て
、
そ
の
具
体
的
実
相
を
把
握
す
る
こ
と
と
、
知
識
人
が
女
性

医
療
を
事
例
に
挙
げ
て
問
題
視
し
批
判
し
よ
う
と
し
た
同
時
代
の

医
療
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

女
性
の
医
療
に
関
す
る
記
録
の
ほ
と
ん
ど
は
、
同
時
代
の
医
療

へ
の
批
判
・
提
言
の
中
に
あ
っ
た
。
女
性
の
医
療
は
、
言
及
の
対

象
の
イ
ス
ラ
ー
ム
医
学
の
医
療
と
は
、
相
反
す
る
医
療
の
一
つ
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

彼
ら
知
識
人
の
女
性
医
療
へ
の
評
価
に
は
時
代
的
な
変
遷
が
み

ら
れ
た
。
十
世
紀
に
お
い
て
は
女
性
の
医
療
を
、
そ
の
治
療
効
果

を
目
の
当
た
り
に
し
て
も
、
イ
ス
ラ
ー
ム
医
学
の
そ
れ
と
は
同
等

と
は
み
な
さ
な
か
っ
た
。
十
三
世
紀
に
な
る
と
、
女
性
の
医
療
の

有
効
性
を
認
め
る
意
見
も
医
学
者
か
ら
出
た
。
さ
ら
に
十
四
世
紀

に
な
る
と
、
彼
女
た
ち
が
出
産
と
乳
児
医
療
と
い
う
分
野
に
お
い

て
は
、
医
学
者
ら
を
凌
ぐ
優
れ
た
知
見
を
も
つ
と
評
価
し
た
。

第
一
章

十
・
十
一
世
紀
の
医
療
批
判
と
女
性
の
医
療

一

イ
ス
ラ
ー
ム
医
学
の
理
論
と
実
践

中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
で
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
医
学
の
理
論
を

受
け
継
ぎ
、
治
療
体
系
を
確
立
さ
せ
た
医
学
が
十
世
紀
に
は
す
で

に
存
在
し
た
。
そ
れ
を
本
論
で
は
イ
ス
ラ
ー
ム
医
学
と
呼
ぶ
（
5
）
。
こ

の
医
学
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
王
朝
の
支
配
者
層
の
健
康
管
理
の
た

め
に
九
世
紀
か
ら
積
極
的
に
導
入
・
実
践
が
な
さ
れ
た
。
都
市
に

お
い
て
は
病
院
や
開
業
医
に
よ
っ
て
イ
ス
ラ
ー
ム
医
学
理
論
に
基

づ
く
治
療
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
医
学
理
論
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
医
学
理
論
、
特
に
ア
レ
キ

サ
ン
ド
リ
ア
の
医
師
ガ
レ
ノ
ス
（
西
暦
二
〇
一
年
歿
、
以
下
年
号

は
西
暦
を
略
記
す
る
）
の
理
論
を
踏
襲
し
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ

る
（
6
）。
そ
の
医
学
理
論
と
は
、
一
つ
の
基
本
原
理
に
基
づ
い
て
い
た
。

そ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
生
物
―
人
間
・
動
物
・
植
物
―
に
は
、

「
熱
」・「
冷
」・「
乾
」・「
湿
」
の
四
つ
の
要
因
の
組
み
合
わ
せ
に

由
来
す
る
固
有
の
「
性
質
」
が
あ
り
、
そ
の
四
要
因
は
、
宇
宙
を

構
成
す
る
四
つ
の
要
素
（
火
・
空
気
・
土
・
水
）
を
反
映
し
て
い

る
、
と
い
う
原
理
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
熱
」・「
冷
」・

「
乾
」・「
湿
」
の
四
要
因
が
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
状
態
、
す
な
わ

ち
中
庸
に
あ
れ
ば
、
完
全
で
理
想
的
な
健
康
状
態
が
生
ま
れ
る
と

さ
れ
た
。
そ
こ
か
ら
人
間
の
健
康
に
関
す
る
考
え
方
や
治
療
法
の

大
半
が
生
ま
れ
た
。
病
気
や
加
齢
、
環
境
の
変
化
、
天
候
な
ど
の

原
因
に
よ
っ
て
、
そ
の
要
素
の
中
の
い
ず
れ
か
が
他
要
素
よ
り
も

体
内
で
過
剰
に
な
る
場
合
に
は
、
均
衡
を
と
り
戻
す
試
み
、
す
な

わ
ち
治
療
を
必
要
と
し
た
。
医
師
の
役
割
と
は
、
患
者
の
体
液
の

史

学

第
八
七
巻

第
三
号
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二
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六
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状
態
と
過
剰
に
な
っ
て
い
る
体
液
を
判
断
し
、
そ
の
体
液
バ
ラ
ン

ス
を
中
庸
に
近
づ
け
る
治
療
を
提
案
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

主
な
治
療
法
は
、
食
餌
療
法
・
薬
物
療
法
・
瀉
血
で
あ
っ
た
。

第
一
の
治
療
法
は
、
食
餌
療
法
で
、
身
体
で
過
剰
に
な
っ
た
要
素

を
医
師
が
診
断
し
て
、
そ
れ
と
拮
抗
す
る
性
質
の
食
物
を
摂
取
さ

せ
る
と
い
う
逆
症
療
法
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
過
剰
に
「
湿
っ

た
」
状
態
に
あ
る
者
に
は
、「
乾
い
た
」
食
物
を
摂
取
さ
せ
、
状

態
を
中
庸
に
近
づ
け
る
と
い
う
リ
バ
ラ
ン
ス
の
方
法
で
あ
っ
た
（
7
）
。

食
事
療
法
で
症
状
の
改
善
が
見
ら
れ
な
い
場
合
は
、
薬
物
療
法
や

瀉
血
の
い
ず
れ
か
が
採
用
さ
れ
た
。

患
者
の
療
養
は
主
に
自
宅
で
行
わ
れ
、
医
師
は
訪
問
診
察
を
し
、

処
方
箋
を
書
き
、
家
人
が
香
薬
商
の
店
で
薬
を
購
入
し
た
。
薬
用

シ
ロ
ッ
プ
で
あ
る
シ
ャ
ラ
ー
ブ
（
ス
パ
イ
ス
や
果
汁
を
混
入
し
た

砂
糖
水
）
が
必
要
な
場
合
は
、
シ
ャ
ラ
ー
ブ
屋
で
購
入
し
た
（
8
）
。
庶

民
の
場
合
は
、
医
師
の
往
診
代
は
高
額
で
あ
っ
た
た
め
、
家
人
が

香
薬
商
や
シ
ャ
ラ
ー
ブ
屋
に
直
接
赴
き
、
店
員
に
相
談
し
て
、
症

状
に
適
し
た
薬
を
購
入
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
十
一
世
紀
の
カ

イ
ロ
在
住
の
イ
ブ
ン
・
リ
ド
ワ
ー
ン
（
一
〇
六
七
―
一
〇
六
八
年

歿
）
の
「
疫
病
が
は
や
る
と
、
み
な
香
薬
商
に
い
く
が
、
な
ぜ
医

師
に
来
な
い
の
か
」
と
い
う
嘆
き
か
ら
も
、
薬
剤
師
と
し
て
の
香

薬
商
の
役
割
が
確
認
で
き
る
（
9
）
。
と
こ
ろ
で
病
院
は
、
一
般
的
な
患

者
も
受
け
入
れ
た
も
の
の
、
社
会
的
保
護
施
設
と
い
う
特
色
が
強

か
っ
た
（
10
）
。

瀉
血
は
、
医
師
の
指
示
の
も
と
、
あ
る
い
は
瀉
血
師
自
身
の
判

断
で
行
わ
れ
た
。
瀉
血
は
、
ム
ザ
イ
イ
ン
（
理
容
師
）
も
行
っ
て

い
た
（
11
）
。
十
三
世
紀
に
な
る
と
、
内
科
医
で
あ
る
医
師
、
外
科
医
、

眼
科
医
、
瀉
血
師
、
ム
ザ
イ
イ
ン
の
職
務
に
関
す
る
行
政
側
の
取

り
締
ま
り
事
項
が
市
場
監
督
官
の
書
に
記
録
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
都
市
で
は
イ
ス
ラ
ー
ム
医
学
理
論
に
も
と
づ
く
医
療
が
商

売
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
た
と
い
え
る
（
12
）
。
そ
し
て
そ
の
担
い
手
は
、

医
師
、
外
科
医
、
瀉
血
師
、
香
薬
商
、
シ
ャ
ラ
ー
ブ
屋
、
ム
ザ
イ

イ
ン
ら
で
あ
っ
た
。

二

都
市
の
女
性
の
医
療

（
一
）
い
か
さ
ま
批
判

都
市
に
お
け
る
開
業
医
の
提
供
す
る
医
療
の
質
が
一
定
で
な
か

っ
た
。
九
世
紀
か
ら
医
学
者
ら
は
医
学
倫
理
書
の
な
か
で
、「
い

か
さ
ま
」
と
彼
ら
が
判
断
し
た
医
療
に
対
し
て
批
判
を
展
開
し
た
（
13
）
。

彼
ら
が
い
か
さ
ま
と
し
た
の
は
、
勉
強
不
足
に
よ
る
誤
診
や
、
イ

ス
ラ
ー
ム
医
学
理
論
を
用
い
た
ふ
り
を
し
た
範
疇
外
の
治
療
、
装

束
や
外
見
を
立
派
に
見
せ
る
こ
と
で
名
医
に
見
せ
か
け
る
な
ど
、

患
者
に
と
っ
て
不
利
益
な
行
為
と
判
断
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
女
性
医
療
者

六
三
（
二
八
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こ
れ
ら
の
い
か
さ
ま
行
為
に
対
し
て
、
医
療
の
質
を
保
証
す
る

策
に
は
、
医
師
能
力
試
験
制
度
や
免
許
制
の
施
行
、
医
学
教
育
の

一
元
化
の
実
施
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
方
策
は
試
み

ら
れ
た
も
の
の
、
い
ず
れ
も
定
着
し
な
か
っ
た
。
医
師
能
力
試
験

制
度
の
施
行
に
つ
い
て
は
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
期
に
試
み
ら
れ
た
も
の

の
、
持
続
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
（
14
）
。
免
許
制
度
も
同
様
に
確
立
さ

れ
な
か
っ
た
。
高
等
教
育
機
関
で
あ
る
マ
ド
ラ
サ
で
は
、
イ
ジ
ャ

ー
ザ
制
と
呼
ば
れ
た
教
授
資
格
授
与
制
度
が
あ
っ
た
。
し
か
し
医

学
の
イ
ジ
ャ
ー
ザ
は
、
医
師
免
許
に
相
当
す
る
も
の
で
は
な
く
、

医
学
書
に
書
か
れ
た
知
識
の
教
授
能
力
の
証
明
で
あ
っ
て
、
い
わ

ば
医
学
書
の
内
容
を
暗
記
修
得
し
た
証
明
で
あ
っ
た
（
15
）
。

医
学
の
一
貫
教
育
シ
ス
テ
ム
も
構
築
さ
れ
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な

ら
医
学
教
育
は
、
他
の
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
学
と
同
様
に
マ
ド
ラ
サ
で

行
わ
れ
て
い
た
が
、
宗
教
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
育
機
関
マ
ド
ラ
サ
に

は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
や
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
入
学
は
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
た
め
で
あ
る
。
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ネ
ッ
ト
ー
ク
の
な
か
で
個

人
的
な
師
に
つ
い
て
徒
弟
的
な
教
育
の
形
で
医
学
を
修
得
し
て
い

た
。た

だ
し
、
医
学
専
門
学
校
が
、
十
二
世
紀
に
は
バ
グ
ダ
ー
ド
で
、

十
三
世
紀
に
は
ダ
マ
ス
カ
ス
と
カ
イ
ロ
で
建
設
さ
れ
て
い
た
。
ま

た
、
十
四
世
紀
の
ダ
マ
ス
カ
ス
で
は
、
ハ
デ
ィ
ー
ス
の
講
義
の
中

で
も
医
学
講
義
が
組
み
込
ま
れ
る
な
ど
、
ム
ス
リ
ム
の
た
め
の
医

学
教
育
環
境
は
確
実
に
拡
充
し
て
い
た
。
医
学
教
育
の
展
開
は
、

医
師
を
志
す
学
生
だ
け
で
な
く
他
の
学
問
の
習
得
に
努
め
る
ウ
ラ

マ
ー
た
ち
に
も
、
医
学
を
学
ぶ
機
会
を
与
え
た
（
16
）
。
し
か
し
専
門
学

校
は
大
都
市
の
み
に
限
ら
れ
、
ま
た
政
府
の
財
政
に
よ
っ
て
継
続

が
左
右
さ
れ
る
状
況
に
あ
っ
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
臨
床
教
育
は
、

ム
ス
リ
ム
も
非
ム
ス
リ
ム
と
同
様
、
個
人
開
業
医
や
病
院
で
受
け

る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。

医
師
を
目
指
す
学
生
は
、
理
論
・
臨
床
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、

様
々
な
複
数
の
教
育
ル
ー
ト
か
ら
選
択
し
、
医
師
に
な
っ
て
い
た

の
だ
っ
た
。

（
二
）
医
学
者
の
女
性
の
医
療
へ
の
見
解

い
か
さ
ま
医
療
へ
の
批
判
の
な
か
で
、
イ
ス
ラ
ム
医
学
の
競
合

者
と
し
て
女
性
の
医
療
に
言
及
し
た
の
は
、
十
世
紀
の
医
学
者
ラ

ー
ズ
ィ
ー
（
九
二
五
年
歿
）
と
十
一
世
紀
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
医

師
サ
ー
イ
ド
・
イ
ブ
ン
・
ア
ル
�
ハ
サ
ン
（
一
〇
七
二
年
歿
）
で

あ
る
。

『
包
括
の
書A

l-

・

H
āw

ı̄

』
を
編
纂
し
た
大
医
学
者
ラ
ー
ズ
ィ
ー

は
、
い
か
さ
ま
医
療
批
判
の
小
論
を
二
書
執
筆
し
た
（
17
）
。
そ
の
一
つ

の
書
名
に
は
、「
女
性
」
が
有
能
な
医
師
の
競
争
相
手
と
し
て
記

史
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さ
れ
て
い
る
。

そ
の
書
と
は
『
何
故
あ
ら
ゆ
る
都
市
に
い
て
も
、
無
知
な
医
師
、

ふ
つ
う
の
人
々
、
女
性
が
、
あ
ら
ゆ
る
病
気
の
処
方
に
つ
い
て
見

識
を
持
つ
人
間
よ
り
も
成
功
し
て
い
る
の
か
に
関
す
る
書
簡
と
そ

れ
へ
の
医
師
の
言
い
訳R

isāla
fı̄

l-‘illati
llatı̄

m
in

ajlihā

・sāra

yanja

・hu
juhhālu

l-a
・tibbā’i

w
a-l-‘aw

ām
m

i
w

a-l-nisā’i
fi’l-

m
uduni

fi
‘ilāji

ba
‘di

l-am
rā

・di
akthara

m
ina

l-‘ulam
ā’i

・

w
a-‘udhri

l-tabı̄bi
fı̄

dhālika
』
で
あ
る
。
こ
の
書
は
現
存
の
確

認
は
未
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
書
名
か
ら
は
、
女
性
に
よ

る
医
療
が
効
果
あ
る
医
療
と
人
々
に
認
識
さ
れ
て
い
た
と
わ
か
る
。

も
う
一
つ
の
書
『
多
数
が
卓
越
し
た
医
師
か
ら
去
り
、
よ
り
ひ

ど
い
治
療
者
た
ち
の
も
と
へ
い
く
の
か
に
関
す
る
論
説M

aqāla

fı̄
l-asbābi

l-m
um

ı̄lati
li-qulūbi

akthari
l-nāsi

‘an
afā

・dili
l-

a

・tibbā’i
ilā

akhsa‘ihim

』
で
は
、
ラ
ー
ズ
ィ
ー
は
、
膀
胱
結
石

の
症
状
が
改
善
さ
れ
な
い
患
者
が
、
女
性
の
医
療
者
の
薬
に
よ
っ

て
治
癒
し
た
事
例
を
以
下
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

奇
妙
な
事
例
に
、
私
は
よ
く
遭
遇
し
た
。
あ
る
場
合
で
は
、

私
は
膀
胱
結
石
の
患
者
に
つ
い
て
長
期
間
頭
を
悩
ま
せ
て
い

た
。
症
状
か
ら
は
す
で
に
結
石
は
粉
砕
さ
れ
た
と
判
断
さ
れ

る
の
に
病
状
の
回
復
が
な
か
っ
た
。
と
あ
る
と
き
に
女
が

‘sfrslym

（
マ
ル
メ
ロsafarjal

の
転
訛
語
で
あ
ろ
う
）
と
呼

ば
れ
る
飲
み
薬
を
少
量
飲
ま
せ
た
。
す
る
と
結
石
の
残
余
は

と
り
だ
さ
れ
、
患
者
は
、
こ
の
薬
に
よ
っ
て
回
復
し
た
。
こ

の
排
出
は
そ
の
薬
に
よ
る
と
信
じ
た
。
数
人
の
知
識
あ
る
人

間
に
対
し
て
だ
け
は
、
私
の
治
療
に
よ
る
回
復
で
あ
る
と
述

べ
た
。
そ
の’sfrslym

の
粒
は
、
香
り
づ
け
を
除
け
ば
、
膀

胱
結
石
粉
砕
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
私
は
二
ヶ
月
以
上

も
彼
に
結
石
粉
砕
の
た
め
の
強
い
薬
を
与
え
続
け
て
き
た
の

だ
か
ら
（
18
）
。

イ
ス
ラ
ー
ム
医
学
の
有
能
な
医
者
も
女
性
医
療
者
も
、
都
市
民

に
と
っ
て
は
同
じ
医
療
者
で
あ
り
、
効
果
あ
る
治
療
を
人
々
は
選

択
し
て
い
た
。
ラ
ー
ズ
ィ
ー
は
、
患
者
の
治
癒
は
、
長
期
の
自
分

の
治
療
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
し
、
女
性
医
療
者
の
治
療
の

有
効
性
を
認
め
な
か
っ
た
。

ま
た
ラ
ー
ズ
ィ
ー
の
約
一
五
〇
年
後
の
十
一
世
紀
サ
ー
イ
ド
・

イ
ブ
ン
・
ア
ル
�
ハ
サ
ン
は
、
医
療
倫
理
書
『
医
術
へ
の
熱
望

T
ashw

ı̄q
al-

・tibb

』
の
な
か
で
女
性
の
医
療
を
以
下
の
よ
う
に
伝

え
て
い
る
（
19
）
。

驚
く
こ
と
に
、
老
婆
に
命
を
託
し
た
者
た
ち
は
、
皆
治
癒
し

て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
の
人
は
、
病
気
に
な
る
と
、
医
者
の
よ

う
に
、
自
分
の
妻
や
母
、
あ
る
い
は
叔
母
を
扱
う
（
20
）
。

都
市
に
お
い
て
深
刻
な
病
状
を
担
当
す
る
老
女
の
医
療
も
、
家

中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
女
性
医
療
者
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庭
に
お
け
る
親
族
女
性
の
医
療
も
信
頼
を
得
て
い
た
（
21
）
。

十
・
十
一
世
紀
に
お
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
に
お
い
て
女

性
の
医
療
者
の
治
療
は
効
果
あ
る
も
の
と
社
会
で
認
識
さ
れ
て
い

た
。
医
学
者
は
、
そ
の
医
療
の
効
果
を
目
の
当
た
り
に
し
つ
つ
も
、

そ
の
有
効
性
に
懐
疑
的
で
あ
っ
た
。

三

農
村
の
女
性
医
療
者

十
世
紀
バ
グ
ダ
ー
ド
の
文
学
者
タ
ヌ
ー
ヒ
ー
（
九
九
六
年
歿
）

の
『
会
合
の
よ
も
や
ま
話N

isw
ār

al-m
u

・hā

・dara

』
に
は
、
農

村
の
女
性
の
医
療
を
描
い
た
逸
話
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
書

の
全
て
の
逸
話
は
、
二
〇
年
間
彼
自
身
が
法
官
と
し
て
出
席
し
た

会
合
で
聞
き
集
め
た
話
で
、
書
物
か
ら
の
引
用
抜
粋
し
た
話
は
皆

無
で
あ
る
、
と
彼
は
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
書
の
逸
話
は
、

彼
の
時
代
の
イ
ラ
ク
地
域
の
ム
ス
リ
ム
社
会
の
諸
相
を
伝
え
る
資

料
と
歴
史
研
究
者
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
る
（
22
）
。

タ
ヌ
ー
ヒ
ー
は
農
村
の
女
性
の
医
療
の
様
子
を
以
下
の
よ
う
に

伝
え
る
。

ア
ル
�
ア
ン
サ
ー
リ
ー
は
以
下
の
よ
う
に
語
っ
た
。

私
は
足
に
腫
れ
物
が
で
き
て
困
っ
て
い
た
。
…
中
略
…
ア
ン

バ
ー
ル
地
方
の
マ
ブ
ラ
ワ
ー
ン
の
村
へ
赴
い
て
、
イ
ブ
ラ
ー

ヒ
ー
ム
・
ブ
ン
・
シ
ャ
ム
ウ
ー
ン
と
い
う
農
民
の
も
と
に
滞

在
し
た
。
彼
は
私
の
﹇
足
の
﹈
腫
れ
物
を
み
て
、「
村
に
は
、

こ
う
し
た
腫
れ
物
を
ル
ク
ヤ
（
呪
い
・
呪
文
）
で
治
療
す
る

老
女
が
い
る
」
と
私
に
言
っ
た
。
そ
こ
で
そ
の
老
女
を
呼
び

よ
せ
た
と
こ
ろ
、「
こ
れ
は
ド
ゥ
ル
ー
ク
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
、
私
は
治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
い
っ
た
。
そ
し
て
彼

女
は
長
い
文
言
を
唱
え
た
後
、
そ
の
棒
で
軟
膏
を
﹇
患
部

に
﹈
塗
っ
た
。「
三
日
間
は
こ
の
軟
膏
を
取
ら
な
い
よ
う

に
」
と
い
っ
た
。
三
日
後
、
私
は
そ
の
軟
膏
を
取
り
除
い
た

と
こ
ろ
、
足
の
腫
れ
物
は
﹇
な
く
な
り
﹈
治
癒
し
て
い
た
（
23
）
。

こ
の
話
で
は
、
農
村
で
の
女
性
の
医
療
は
「
呪
文
を
唱
え
る
、

魔
術
を
使
う
」
と
い
う
意
味
の
ア
ラ
ビ
ア
語
動
詞raqā

で
説
明

さ
れ
て
い
る
（
24
）
。
患
部
に
軟
膏
を
塗
布
す
る
処
置
も
行
っ
て
い
る
彼

女
の
治
療
は
、
魔
術
呪
文
の
類
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
農
村
の
女
性
の
治
療
は
、
村
の
人
間
の
信
頼
を
得
て
い
た
。

さ
ら
に
は
都
市
の
人
間
も
、
農
村
の
女
性
の
医
療
へ
の
卑
下
・
侮

蔑
な
ど
の
感
情
を
持
た
ず
、
受
容
し
た
。

第
二
章

十
三
世
紀
の
女
性
の
医
療

一

三
つ
の
医
療
集
団

―
―
イ
ス
ラ
ー
ム
医
師
、
路
上
の
医
療
者
、
女
性

十
三
世
紀
に
は
、
都
市
で
は
、
三
つ
の
医
療
集
団
の
存
在
と
そ

史
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の
活
動
に
関
す
る
言
及
が
確
認
で
き
た
。
そ
れ
ら
は
医
師
・
香
薬

商
な
ど
の
イ
ス
ラ
ー
ム
医
学
の
医
療
者
、
路
上
営
業
の
巡
回
医
療

者
、
そ
し
て
女
性
医
療
者
で
あ
る
。

市
場
監
督
官
の
書
に
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
医
学
の
医
療
者
と
し
て
、

医
師
（
内
科
医
）、
歯
科
医
、
眼
科
医
、
瀉
血
師
、
シ
ャ
ラ
ー
ブ

屋
、
香
薬
商
が
記
載
さ
れ
た
。
彼
ら
の
い
か
さ
ま
医
療
や
偽
薬
に

対
す
る
取
り
締
ま
り
事
項
な
ど
が
十
三
世
紀
シ
リ
ア
の
市
場
監
督

官
の
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
（
25
）
。
医
療
内
容
だ
け
で
な
く
、
不
当
な

費
用
請
求
や
誤
診
療
の
場
合
の
補
償
方
法
も
提
示
さ
れ
た
（
26
）
。
注
目

す
べ
き
は
、
医
師
ら
に
対
し
て
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
宣
誓
と
、
イ

ス
ラ
ー
ム
医
学
書
の
内
容
を
も
と
に
し
て
、
専
門
分
野
の
能
力
試

験
を
義
務
づ
け
る
こ
と
が
市
場
監
督
官
の
職
務
の
一
つ
と
し
て
明

記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
（
27
）
。
こ
の
記
述
か
ら
、
都
市
の
医
療
は
イ

ス
ラ
ー
ム
医
学
に
よ
る
も
の
と
す
る
、
施
政
者
側
の
方
針
を
み
る

こ
と
が
で
き
る
。

路
上
の
医
療
者
の
活
動
は
、
十
三
世
紀
の
文
人
ジ
ャ
ウ
バ
リ
ー
（
28
）

（
生
没
年
不
詳
）
の
書
『
秘
密
解
説
選K

itāb
al-m

ukhtār
fı̄

kashf

al-asrār
w

a
hatk

a-asrār

（
29
）
』
に
記
載
が
あ
る
。
こ
の
書
は
詐
欺

行
為
の
具
体
例
を
、
職
種
ご
と
に
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

書
の
十
四
部
は
「
道
の
医
師
た
ち
の
秘
密
」、
十
五
部
は
「
眼
科

医
の
秘
密
」、
十
六
部
が
「
臼
歯
か
ら
虫
を
取
り
出
す
人
々
の
秘

密
」
に
は
、
医
師
・
眼
科
医
・
歯
科
医
の
路
上
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
と
か
ら
く
り
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
30
）
。
ジ
ャ
ウ
バ
リ
ー
は
彼
ら

・

・

を
「
道
の
医
師
た
ちatibbā’al-tarı̄q

」
と
名
付
け
た
。
彼
ら
の

商
売
を
彼
は
以
下
に
説
明
し
て
い
る
。

彼
ら
﹇
道
の
医
師
た
ち
﹈
に
は
、
薬
を
語
る
﹇
売
り
歩
く
﹈

者
た
ち
が
い
る
。
そ
の
大
部
分
の
者
は
、
人
々
を
欺
く
。
虫

駆
除
薬
、
軟
膏
類
、
舐
剤
、
散
薬
、
育
毛
剤
、
解
毒
薬
、
馬

へ
の
活
性
剤
、
精
力
剤
な
ど
を
語
る
。
す
べ
て
を
語
る
と
し

た
ら
長
く
な
っ
て
し
ま
う
（
31
）
。

道
の
医
師
の
多
く
は
売
薬
業
で
あ
り
、
そ
の
薬
と
し
て
は
、

「
万
病
に
効
く
薬
」、「
食
べ
ず
に
生
き
ら
れ
る
薬
」、「
老
い
を
取

り
去
る
軟
膏
」
な
ど
が
あ
っ
た
（
32
）
。「
食
べ
ず
に
生
き
ら
れ
る
薬
」

は
、
飢
饉
時
に
は
一
日
三
千
個
が
買
い
求
め
ら
れ
た
と
伝
え
る
（
33
）
。

ま
た
「
効
果
あ
る
軟
膏
」
の
よ
う
に
路
上
で
の
医
薬
品
は
実
演
販

売
さ
れ
て
い
た
（
34
）
。

実
演
販
売
の
様
子
は
、
ジ
ャ
ウ
バ
リ
ー
の
友
人
の
ウ
ラ
マ
ー
が

自
作
の
薬
を
エ
ジ
プ
ト
各
地
で
一
年
間
売
り
歩
き
、
高
額
な
利
益

を
上
げ
た
話
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
（
35
）
。
そ
の
友
人
は
、
仲
間
に
侮

蔑
さ
れ
た
腹
い
せ
に
、
糞
尿
入
り
の
洗
口
液
を
作
り
、
そ
の
液
で

う
が
い
を
す
れ
ば
体
毒
を
排
出
で
き
る
と
の
触
れ
込
み
で
販
売
し

た
。
そ
の
実
演
と
は
、
ま
ず
観
客
の
一
人
に
薬
剤
で
う
が
い
を
さ

中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
女
性
医
療
者
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せ
て
、
う
が
い
後
の
吐
出
液
の
匂
い
や
汚
れ
を
人
々
に
閲
覧
さ
せ

る
。
そ
の
吐
物
は
体
内
か
ら
排
出
さ
れ
た
体
毒
で
あ
る
と
友
人
は

説
明
し
、
そ
の
話
に
納
得
し
た
客
が
薬
を
購
入
す
る
と
い
う
も
の

だ
っ
た
（
36
）
。

ウ
ラ
マ
ー
に
よ
る
薬
の
調
合
・
販
売
を
伝
え
る
こ
の
逸
話
か
ら

は
、
都
市
の
知
識
人
の
中
に
は
、
医
師
以
外
に
も
イ
ス
ラ
ー
ム
医

学
理
論
を
習
得
す
る
者
が
い
た
と
い
う
状
況
が
わ
か
る
（
37
）
。
十
四
世

紀
に
入
る
と
、
食
養
生
法
の
知
識
を
素
養
の
一
つ
と
し
て
修
得
し

た
ウ
ラ
マ
ー
た
ち
に
よ
っ
て
、
預
言
者
の
医
学
と
い
う
新
し
い
ジ

ャ
ン
ル
の
医
学
の
体
系
化
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
三

章
で
後
述
す
る
。

ジ
ャ
ウ
バ
リ
ー
は
、
路
上
の
医
療
従
事
者
の
大
部
分
が
い
か
さ

ま
医
者
で
あ
る
と
指
摘
し
た
が
、
一
部
の
者
に
つ
い
て
、
植
物
に

関
す
る
優
れ
た
知
見
を
持
つ
人
々
で
あ
る
と
注
目
し
た
。

薬
草
に
つ
い
て
語
る
人
々
の
な
か
に
は
、
優
れ
た
人
々
や
長

老
が
い
る
。
彼
ら
は
全
て
の
﹇
薬
草
の
﹈
知
識
、
そ
の
益
と

毒
、
そ
の
生
育
地
に
つ
い
て
の
知
識
を
持
つ
。
そ
の
知
識
や

名
前
や
特
性
を
、
観
察
で
修
得
し
た
者
で
あ
る
。
そ
こ
で
自

・

・

然
学
の
賢
人hakı̄m

al-tabā‘ı̄ya

と
い
え
る
。
一
方
、
自
然

・

学
の
学
者tabā‘ı̄

た
ち
は
、
自
分
の
目
で
﹇
観
察
し
﹈
植
物

・

を
理
解
し
て
は
い
な
い
。
賢
人hakı̄m

は
、﹇
目
で
﹈
そ
の

名
前
や
効
能
を
わ
か
る
。
草
に
つ
い
て
は
一
目
で
わ
か
る
。

こ
れ
ら
は
、
賢
人
た
ち
が
、
自
然
学
の
学
者
た
ち
よ
り
も
優

れ
て
い
る
証
拠
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
自
然
学
の
学
者
は
、

本
の
中
の
、
そ
の
植
物
﹇
の
知
識
﹈
を
読
ん
で
い
る
。
一
方
、

賢
人
た
ち
は
本
に
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
で
そ
の
植
物
を
同

定
す
る
（
38
）
。

彼
は
、
い
わ
ゆ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
重
ね
て
の
植
物
の
薬

効
知
識
を
も
つ
彼
ら
を
、「
自
然
学
の
賢
人
」
と
名
付
け
た
。
そ

れ
ら
は
、
書
の
知
識
の
み
を
習
得
し
た
「
自
然
学
の
学
者
」
に
は

知
り
得
な
い
も
の
と
断
定
し
た
。

十
三
世
紀
の
都
市
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
医
学
を
習
得
し
た
医
師

の
治
療
だ
け
で
な
く
、
路
上
で
も
多
様
な
医
療
が
提
供
さ
れ
て
い

た
。二

医
学
者
に
よ
る
女
性
の
医
療
の
評
価

女
性
の
治
療
を
、
一
部
の
イ
ス
ラ
ー
ム
医
学
者
た
ち
の
治
療
よ

り
優
れ
て
い
る
と
評
価
し
た
医
学
者
が
い
た
。
そ
の
医
師
は
、
バ

グ
ダ
ー
ド
で
活
躍
し
た
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
�
ラ
テ
ィ
ー
フ
・
ア
ル
�

バ
グ
ダ
ー
デ
ィ
ー
（
一
二
三
一
年
歿
）
で
あ
る
。
バ
グ
ダ
ー
ド
に

生
ま
れ
、
以
後
ダ
マ
ス
カ
ス
や
エ
ル
サ
レ
ム
、
カ
イ
ロ
で
医
学
研

究
に
携
わ
り
、
サ
ラ
デ
ィ
ン
の
宮
廷
医
師
の
一
人
と
な
っ
た
彼
は
、

史
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ハ
デ
ィ
ー
ス
や
哲
学
に
も
通
じ
る
多
才
な
学
者
と
し
て
知
ら
れ
て

い
た
（
39
）
。

バ
グ
ダ
ー
デ
ィ
ー
は
、
医
療
倫
理
書
の『
二
つ
の
忠
告
の
書K

i-

tāb
al-na

・sı̄
・hatayni

』
に
お
い
て
、
ム
ス
リ
ム
の
同
業
者
の
二
つ

の
医
療
事
例
に
つ
い
て
批
判
し
、
路
上
の
医
療
者
や
女
性
の
医
療

者
の
治
療
の
長
所
を
指
摘
し
た
。

一
つ
の
批
判
は
、
医
学
書
の
抄
訳
を
暗
記
す
れ
ば
、
診
断
や
治

療
は
で
き
る
と
思
い
込
ん
で
い
る
医
者
た
ち
に
向
け
ら
れ
た
。

こ
の
時
代
の
医
療
者
ら
は
、﹇
イ
ブ
ン
・
シ
ー
ナ
ー
の
﹈『
医

・

学
典
範
』
の
各
章
部
分
を
読
み
、
そ
こ
で
医
学tibb

、
元
素

・

ustuqs

、
体
液m

izāj

の
部
分
な
ど
の
限
定
さ
れ
た
部
分
を

暗
記
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
議
論
し
、
集
会
や
市
場
で
声
高
に

そ
れ
を
唱
え
た
り
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
﹇
書
か
れ
た
こ

と
﹈
が
有
益
で
、
全
て
で
、
書
の
医
学
の
記
載
部
分
を
実
際

に
行
え
ば
、
諸
熱
や
そ
の
他
の
病
を
治
し
、
そ
し
て
そ
の
種

類
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
込
ん
で
治
療
を
行
っ
て
い

る
（
40
）。

抄
訳
書
の
暗
記
の
み
で
治
療
を
行
い
、
人
目
の
あ
る
市
場
な
ど

で
医
学
談
義
を
行
い
、
そ
の
知
識
を
ひ
け
ら
か
す
医
療
者
を
非
難

し
て
い
る
。

ま
た
、
彼
は
医
学
習
得
を
志
す
人
へ
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
医
学

書
の
研
究
の
実
施
を
示
唆
す
る
。

助
言
を
求
め
る
な
ら
言
う
。
も
し
医
師
に
な
り
た
け
れ
ば
、

﹇
古
典
で
あ
る
﹈
ガ
レ
ノ
ス
や
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
書
を
捨
て

な
い
よ
う
に
。
い
ま
の
﹇
イ
ス
ラ
ー
ム
﹈
医
学
者
の
書
は
楽

し
み
と
し
て
読
み
な
さ
い
。﹇
各
著
者
の
﹈
知
識
の
量
が
ど

れ
ほ
ど
か
、
そ
の
理
解
の
深
さ
が
い
か
ほ
ど
か
、
彼
ら
の
ま

と
め
書
き
や
そ
の
長
さ
は
適
当
か
を
、
彼
ら
の
能
力
を
値
踏

み
し
な
が
ら
読
む
よ
う
に
。
一
方
で
『
王
の
書m

ālikı̄

（
41
）
』
と
、

『
百
章m

i‘a （
42
）
』、
そ
し
て
『
典
範qānūn （

43
）
』
で
十
分
で
、
ガ
レ

ノ
ス
の
書
は
い
ら
な
い
と
主
張
す
る
人
々
も
い
る
（
44
）
。

次
に
バ
グ
ダ
ー
デ
ィ
ー
の
激
し
い
批
判
は
、
同
僚
の
ア
イ
ユ
ー

ブ
朝
の
宮
廷
医
師
ら
に
向
け
ら
れ
る
。
サ
ラ
デ
ィ
ン
の
息
子
の
一

人
で
あ
る
マ
リ
ク
・
ア
ッ
�
ザ
ー
ヒ
ル
（
一
二
一
六
年
歿
）
に
対

し
て
、
彼
ら
は
強
力
な
薬
や
強
い
下
剤
を
積
極
的
に
処
方
し
続
け

た
。
そ
れ
を
目
撃
し
た
彼
は
、
医
師
団
の
治
療
が
、
結
果
と
し
て

マ
リ
ク
・
ア
ッ
�
ザ
ー
ヒ
ル
を
死
に
至
ら
し
め
た
と
し
て
厳
し
く

非
難
す
る
。
そ
の
治
療
方
針
に
は
臨
床
経
験
の
裏
付
け
が
な
く
、

書
物
の
知
識
の
み
に
依
拠
し
た
類
推
と
発
案
に
よ
る
強
力
な
薬
の

乱
用
が
な
さ
れ
た
、
と
指
摘
し
て
い
る
（
45
）
。

そ
し
て
、
道
の
医
療
者
や
女
性
医
療
者
の
医
療
の
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
を
述
べ
る
。

中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
女
性
医
療
者

六
九
（
二
九
三
）



道
端
で
飲
み
薬
を
売
っ
て
い
る
異
人gharı̄b

は
、
彼
ら

﹇
非
難
の
対
象
で
あ
る
宮
廷
医
師
た
ち
﹈
よ
り
優
れ
て
い
る
。

と
い
う
の
も
、
第
一
に
、
大
部
分
の
人
は
、
特
に
富
裕
層
の

人
は
、
彼
ら
を
警
戒
し
て
、
心
を
許
そ
う
と
し
な
い
た
め

﹇
害
は
大
き
く
な
い
﹈。
第
二
に
、
彼
ら
は
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ

﹇
の
樹
液
（
下
剤
効
果
を
も
つ
）﹈
や
バ
シ
ュ
ブ
ー
シ
ュbash-

būsh

、
下
剤
効
果
を
持
つ
薬
草
で
、
下
剤
効
果
を
持
つ
コ

ロ
シ
ン
ト
の
葉
﹇
の
し
ぼ
り
汁
﹈
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
健

康
な
人
々
に
売
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
彼
ら
の
体
質
に
危
害
を

及
ぼ
す
が
、
そ
の
危
害
は
病
人
の
ほ
う
が
大
き
い
﹇
か
ら
ま

だ
ま
し
で
あ
る
﹈。
か
れ
ら
大
部
分
は
、
農
民
や
重
労
働
人

ら
に
薬
を
売
る
が
、
彼
ら
は
強
い
薬
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き

る
体
質
に
あ
る
か
ら
。
さ
ら
に
、
そ
の
異
人
た
ち
の
薬
は
、

何
度
も
治
験
し
た
複
合
薬
と
薬
草
類
で
あ
る
。
彼
ら
は
﹇
仲

間
と
﹈
こ
れ
ら
の
薬
を
試
し
、
新
た
な
効
果
を
見
つ
け
、
そ

の
情
報
を
交
換
し
あ
っ
て
い
る
（
46
）
。

バ
グ
ダ
ー
デ
ィ
ー
が
路
上
の
医
療
者
た
ち
の
医
療
を
評
価
す
る

理
由
は
以
下
の
二
点
で
あ
る
。
ま
ず
利
用
者
が
農
民
や
労
働
者
な

ど
強
健
な
者
で
あ
る
た
め
、（
病
人
を
診
る
）
宮
廷
医
師
に
比
べ
、

そ
の
危
害
は
増
大
し
な
い
点
、
第
二
点
は
、
彼
ら
は
仲
間
内
で
治

験
を
行
い
、
そ
の
薬
の
効
能
の
確
認
と
情
報
の
共
有
を
随
時
行
っ

て
お
り
、
そ
の
薬
に
お
け
る
安
全
性
が
確
か
め
ら
れ
て
い
る
点
に

あ
っ
た
。

次
に
女
性
の
医
療
を
以
下
の
よ
う
に
評
価
し
た
。

老
婆
た
ち
の
医
学
は
、
彼
ら
（
宮
廷
医
師
）
の
医
学
よ
り
も

優
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
彼
女
た
ち
は
、
有
益
な
効
果
を
確

認
し
た
薬
だ
け
使
用
す
る
か
ら
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
治
療
は

経
験
知
の
医
療
に
近
い
。
一
方
、
彼
ら
（
宮
廷
医
師
）
は
、

論
理
的
に
誤
っ
た
類
推
や
有
益
で
な
い
独
見
で
も
っ
て
処
方

す
る
。
老
女
は
強
い
薬
や
危
険
な
下
剤
は
ほ
と
ん
ど
用
い
な

い
。
も
し
利
用
す
る
場
合
で
も
、
使
用
を
主
張
し
な
い
し
、

過
剰
な
﹇
量
を
﹈
使
用
を
し
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
効

果
が
あ
れ
ば
処
方
し
、
そ
う
で
な
い
な
ら
使
用
を
す
ぐ
中
止

す
る
（
47
）
。

女
性
の
医
療
を
、
そ
の
治
療
と
使
用
す
る
薬
の
安
全
性
と
い
う

視
点
で
評
価
し
て
い
る
。

十
三
世
紀
の
都
市
に
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
医
学
の
医
師
、
路
上
の

医
療
者
、
女
性
医
療
者
が
い
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
医
学
の
医
師
に
は

二
つ
の
危
険
な
治
療
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
は
、
抄
訳
書
か

ら
の
乏
し
い
知
識
に
基
づ
く
治
療
と
、
医
学
書
か
ら
抽
出
し
た
過

激
な
治
療
を
治
験
な
し
に
頻
回
に
実
施
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
一

方
、
路
上
医
療
者
や
女
性
医
療
者
に
つ
い
て
は
、
豊
富
な
治
験
や

史
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観
察
に
裏
付
け
ら
れ
た
安
全
性
を
医
学
者
は
評
価
し
た
。

第
三
章

十
四
世
紀
の
女
性
医
療
者

一

ウ
ラ
マ
ー
に
よ
る
医
学
の
定
義
と
提
言

（
一
）
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
に
よ
る
医
学
の
定
義

十
四
世
紀
に
は
、
ウ
ラ
マ
ー
に
よ
る
医
療
へ
の
言
及
が
み
ら
れ

た
。
歴
史
学
者
で
あ
り
哲
学
者
で
も
あ
っ
た
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ

ー
ン
（
一
四
〇
六
年
歿
）
は
『
歴
史
序
説M

uqaddim
a

』
に
お

い
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
医
学
と
経
験
知
に
よ
る
医
療
を
定
義
し
、
助

産
婦
の
仕
事
に
つ
い
て
説
明
し
た
（
48
）
。
カ
イ
ロ
で
活
躍
し
た
マ
ー
リ

ク
派
の
法
学
者
の
イ
ブ
ン
・
ア
ル
�
ハ
ー
ッ
ジ
（
一
三
三
六
年

歿
（
49
））
は
著
書
『
入
門M

adkhal

』
に
お
い
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
社

会
の
医
療
へ
の
提
言
と
、
非
ム
ス
リ
ム
医
師
の
医
療
へ
の
批
判
を

展
開
し
た
。
そ
の
中
で
、
女
性
の
医
療
と
女
性
治
療
師
の
仕
事
に

つ
い
て
見
解
を
述
べ
て
い
る
。

イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
は
『
歴
史
序
説
』
の
第
二
部
第
六
章

「
学
問
の
種
類
」
に
お
い
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
医
学
を
、
病
気
の
種

類
・
そ
の
要
因
・
薬
の
効
果
・
四
体
液
の
均
衡
を
考
え
る
科
学
で

あ
る
と
定
め
て
い
る
（
50
）
。

そ
し
て
経
験
知
の
医
療
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
す

る
。

文
明
化
し
た
遊
牧
民
は
、
主
と
し
て
個
人
の
経
験
に
も
と
づ

く
一
種
の
医
学
を
持
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
そ
れ
を
部
族
の
長

老
や
老
婆
か
ら
受
け
継
い
だ
。
時
に
は
こ
の
種
の
医
学
は
正

し
い
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
な
ん
ら
自
然
の
法
則
に
も
と

づ
い
た
も
の
で
は
な
く
、
体
液
の
性
質
に
合
致
し
た
も
の
で

は
な
い
（
51
）
。

経
験
知
は
「
長
老
や
老
婆
か
ら
受
け
継
い
だ
」
も
の
で
、
場
合

に
よ
っ
て
は
正
し
い
と
そ
の
有
効
性
を
認
め
て
い
る
。
こ
こ
に
女

性
の
医
療
も
経
験
知
に
よ
る
医
療
の
一
部
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

十
四
世
紀
に
お
い
て
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
は
、
経
験
知
に

よ
る
医
療
を
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
の
医
療
の
一
つ
と
し
て
認
め
た
。

そ
の
背
景
に
は
、
こ
の
時
代
の
医
療
者
の
有
す
る
医
学
知
識
も
臨

床
経
験
も
一
様
で
は
な
く
、
そ
の
能
力
は
千
差
万
別
で
あ
っ
た
こ

と
、
そ
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
医
学
の
医
療
と
経
験
知
の
医
療
も
い
ず

れ
も
有
効
と
の
認
識
が
あ
っ
た
（
52
）
。
時
代
は
下
る
が
、
十
六
世
紀
の

カ
イ
ロ
の
開
業
医
師
に
つ
い
て
、
彼
ら
の
大
半
は
イ
ス
ラ
ー
ム
医

学
の
理
論
に
ほ
と
ん
ど
無
知
で
あ
っ
た
が
、
徒
弟
制
度
の
も
と
で

経
験
を
積
ん
で
医
学
を
身
に
つ
け
て
い
る
と
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の

医
師
の
ア
ル
ピ
ン
（
一
六
一
七
年
歿
）
は
報
告
し
て
い
る
（
53
）
。
実
際

に
都
市
の
医
療
者
た
ち
の
中
に
は
イ
ス
ラ
ー
ム
医
学
の
知
識
は
未

中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
女
性
医
療
者

七
一
（
二
九
五
）



習
得
の
ま
ま
、
臨
床
を
積
み
名
医
と
し
て
名
を
知
ら
れ
た
医
者
も

い
た
。
一
方
、
臨
床
経
験
に
よ
る
技
能
な
く
、
机
上
の
医
学
理
論

の
み
で
治
療
に
あ
た
る
医
師
も
い
た
。
ま
た
医
学
書
の
編
纂
は
行

う
が
、
臨
床
経
験
な
く
治
療
も
行
わ
な
い
医
学
者
も
い
た
（
54
）
。

（
二
）
イ
ブ
ン
・
ア
ル
�
ハ
ー
ッ
ジ
の
見
た
都
市
の
医
療

イ
ブ
ン
・
ア
ル
�
ハ
ー
ッ
ジ
は
、
自
著
『
入
門
』
に
お
い
て
、

医
療
批
判
を
展
開
し
た
。
彼
の
批
判
は
、
患
者
側
の
都
市
民
に
向

け
ら
れ
た
。
彼
ら
の
多
く
は
、
非
ム
ス
リ
ム
医
療
者
、
す
な
わ
ち

ユ
ダ
ヤ
教
徒
や
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
診
療
を
選
択
し
て
い
た
か
ら
で

あ
る
（
55
）
。
ム
ス
リ
ム
の
治
療
者
を
選
ぶ
べ
き
と
彼
は
提
言
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
イ
ブ
ン
・
ア
ル
�
ハ
ー
ッ
ジ
の
非
ム
ス
リ
ム
批
判
は
、

医
療
分
野
だ
け
で
は
な
く
ム
ス
リ
ム
の
日
常
生
活
に
お
け
る
ユ
ダ

ヤ
教
徒
や
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
の
あ
ら
ゆ
る
交
流
に
向
け
ら
れ
て
い

る
。
ム
ス
リ
ム
の
非
ム
ス
リ
ム
の
宗
教
行
事
へ
の
参
加
や
、
彼
ら

の
生
活
・
宗
教
習
慣
の
模
倣
は
、
非
ム
ス
リ
ム
の
立
場
や
地
位
を

強
大
化
さ
せ
る
も
の
と
し
て
、
彼
は
徹
底
的
に
批
判
す
る
。
こ
れ

ら
の
批
判
か
ら
、
彼
は
反
ズ
ィ
ン
ミ
ー
思
想
の
論
客
と
し
て
歴
史

研
究
者
か
ら
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
の
著
書
『
入
門
』
も
そ
の
思
想

の
書
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の

書
は
、
非
ム
ス
リ
ム
批
判
を
主
題
と
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、

編
纂
目
的
と
内
容
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
書
の
執
筆
経
緯
を

以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

師
の
イ
ブ
ン
・
ア
ビ
ー
・
ジ
ャ
ム
ラ
（
一
二
七
七
／
一
二
七

八
年
歿
）
は
、「
法
官
と
い
う
仕
事
は
、﹇
人
々
に
﹈
働
く
目

的
と
意
図nı̄yat

の
実
践
を
教
え
る
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
意
図
を
失
っ
た
﹇
不
信
仰
﹈
人
を
除
く
大
多
数
の
人

の
要
求
に
応
じ
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
」
と
よ
く
話
し
て
い

た
。
私
は
傍
ら
で
﹇
聞
い
て
い
た
﹈
師
の
与
え
た
有
益
な
助

言
を
友
人
に
話
し
た
。
す
る
と
友
人
は
、﹇
師
の
語
っ
た
﹈

指
針
や
信
仰
、
知
識
を
収
集
す
る
よ
う
私
に
頼
ん
だ
（
56
）
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
書
が
、
相
談
事
へ
の
師
イ
ブ
ン
・
ア
ビ
ー
・

ジ
ャ
ム
ラ
の
指
示
を
中
心
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い

る
。
そ
れ
は
日
常
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
の
ム
ス
リ
ム
の
行
動
へ
の
指

針
で
あ
る
と
、
あ
と
が
き
で
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

い
か
な
る
意
図
で
人
間
が
家
か
ら
モ
ス
ク
、
ま
た
は
知
の
会

合
に
出
席
し
、
あ
る
い
は
市
場
や
他
の
場
所
で
所
用
を
行
う

の
か
、
そ
し
て
い
か
な
る
意
図
で
家
に
帰
っ
て
休
息
す
る
か

に
至
る
﹇
日
常
の
全
般
に
関
わ
る
﹈
事
々
を
所
収
し
た
（
57
）
。

特
に
商
業
関
連
の
第
四
部
は
、
彼
が
見
聞
し
た
商
行
為
の
具
体

的
事
例
が
多
数
あ
り
、
各
種
の
商
売
の
実
態
を
映
す
社
会
生
活
史

の
資
料
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
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本
節
で
は
、
彼
の
反
ズ
ィ
ン
ミ
ー
思
想
を
医
療
分
野
で
検
討
し

た
レ
ビ
ッ
カ
の
研
究
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
当
時
の
都
市
カ
イ
ロ
の
医

療
の
具
体
的
実
相
を
検
討
す
る
（
58
）
。
医
療
関
連
の
職
務
に
つ
い
て
は
、

「
ム
ザ
イ
イ
ン
（
59
）
」、「
不
信
心
者
の
眼
医
者
と
医
師
」、「
不
信
心
な

医
者
の
陰
謀
」、「
熟
練
し
た
医
師
の
も
と
で
治
療
を
受
け
る
必
要

性
」、「
医
師
の
教
養
」、「
喜
捨
の
効
能
」、「
病
人
の
使
う
シ
ャ
ラ

ー
ブ
」、「
シ
ャ
ラ
ー
ブ
屋
」
の
章
に
あ
り
、
内
容
か
ら
は
当
時
の

医
療
情
報
を
彼
は
多
岐
に
収
集
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
（
60
）
。

都
市
カ
イ
ロ
で
は
、
富
裕
層
も
庶
民
層
も
、
非
ム
ス
リ
ム
医
療

者
へ
の
偏
見
や
差
別
は
な
く
、
む
し
ろ
積
極
的
に
彼
ら
の
治
療
を

受
け
て
い
た
。

け
れ
ど
も
、
現
在
の
ム
ス
リ
ム
の
大
半
は
、
そ
れ
ら
（
経
験

的
医
学
知
識
）
を
捨
て
て
、
ズ
ィ
ン
ミ
ー
を
医
師
と
し
て
信

頼
し
用
い
て
い
る
。
彼
ら
は
よ
い
治
療
を
行
っ
た
場
合
、
誇

ら
し
げ
に
尊
大
に
な
り
、
彼
の
元
へ
と
人
々
が
殺
到
す
る
（
61
）
。

イ
ブ
ン
・
ア
ル
�
ハ
ー
ッ
ジ
は
、
非
ム
ス
リ
ム
医
師
の
尽
力
は
、

ム
ス
リ
ム
の
健
康
を
願
っ
て
の
こ
と
で
は
な
く
、
自
ら
の
優
秀
さ

の
表
明
す
る
場
を
欲
し
た
た
め
と
意
見
し
（
62
）
、
非
ム
ス
リ
ム
が
社
会

的
地
位
の
高
い
職
（
63
）
を
専
有
す
る
状
況
は
、
ム
ス
リ
ム
社
会
の
秩
序

を
崩
す
も
の
だ
と
考
え
る
。

そ
し
て
医
療
分
野
で
の
そ
う
し
た
彼
の
批
判
と
懸
念
は
、
同
時

代
の
ウ
ラ
マ
ー
の
一
部
が
共
有
す
る
も
の
だ
っ
た
（
64
）
。
ち
な
み
に
イ

ス
ラ
ー
ム
世
界
に
お
け
る
非
ム
ス
リ
ム
の
医
療
分
野
で
の
優
勢
は

イ
ス
ラ
ー
ム
初
期
か
ら
の
も
の
で
あ
り
（
65
）
、
変
化
し
た
の
は
、
こ
の

状
況
に
対
す
る
ウ
ラ
マ
ー
た
ち
の
対
応
で
あ
っ
た
（
66
）
。
イ
ブ
ン
・
ア

ル
�
ウ
フ
ッ
ワ
は
、
医
学
分
野
を
志
す
ム
ス
リ
ム
学
生
の
少
な
さ

に
、
憤
り
を
も
ち
つ
つ
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

法
学
者
で
国
は
あ
ふ
れ
て
い
る
、
一
方
、
医
学
は
ズ
ィ
ン
ミ

ー
た
ち
の
手
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
医
学
﹇
の

習
得
﹈
に
専
心
す
る
よ
り
、
宗
教
諸
学
を
修
め
た
方
が
よ
い

就
職
の
機
会
を
提
供
さ
れ
、
よ
り
高
い
威
信
を
得
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
（
67
）
。

十
四
世
紀
に
な
る
と
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
の
イ
ス
ラ
ー

ム
の
実
践
を
提
唱
・
喚
起
す
る
ウ
ラ
マ
ー
た
ち
に
よ
っ
て
、
医
療

従
事
者
が
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
こ
の
時
代
に

は
ウ
ラ
マ
ー
た
ち
は
非
ム
ス
リ
ム
を
官
僚
や
財
務
官
な
ど
の
要
職

か
ら
排
斥
す
る
た
め
の
規
則
を
成
立
さ
せ
よ
う
と
実
際
に
試
み
た
（
68
）
。

そ
し
て
ズ
ィ
ン
ミ
ー
の
医
療
業
務
の
禁
止
令
は
、
一
三
五
四
年

（
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
七
七
五
年
）
に
起
き
た
暴
動
の
関
連
で
公
布
さ
れ

た
（
69
）。

中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
女
性
医
療
者

七
三
（
二
九
七
）



（
三
）
イ
ブ
ン
・
ア
ル
�
ハ
ー
ッ
ジ
の
医
療
提
言

彼
は
、
ム
ス
リ
ム
の
受
け
る
べ
き
医
療
に
つ
い
て
提
言
す
る
。

そ
の
中
で
女
性
の
医
療
は
、
経
験
に
基
づ
く
医
療
と
し
て
信
頼
で

き
る
と
述
べ
た
。
最
初
に
ム
ス
リ
ム
医
師
の
優
秀
さ
を
、
次
に
ム

ス
リ
ム
を
取
り
巻
く
医
療
環
境
の
充
実
を
説
明
し
た
。
以
下
に
、

彼
の
見
解
を
見
る
。

ま
ず
医
師
の
選
び
方
に
つ
い
て
は
、

自
分
﹇
の
治
療
﹈
に
﹇
医
学
の
こ
と
に
﹈
未
熟
な
医
師
を
採

用
し
て
は
な
ら
な
い
。
医
学
や
眼
科
学
、
そ
の
他
の
イ
ジ
ャ

ー
ザ
を
持
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
者
を
信
用
し
て
は
い

け
な
い
。
信
用
す
べ
き
は
、
彼
の
知
識
、
宗
教
、
経
験
、
そ

し
て
自
身
の
技
術
を
さ
ら
に
挑
戦
し
試
み
る
姿
勢
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
若
者
﹇
の
医
師
﹈
は
、
経
験
も
学
問
も
、
長
い
時

間
と
肝
要
さkabı̄r

al-am
r

を
﹇
も
っ
て
﹈
得
て
は
い
な
い
（
70
）
。

注
目
は
、
宗
教
イ
ス
ラ
ー
ム
の
信
仰
を
主
た
る
条
件
と
し
て
い

る
点
で
あ
る
。
医
学
の
イ
ジ
ャ
ー
ザ
は
、
医
師
の
総
合
的
な
能
力

を
保
障
す
る
も
の
で
は
な
く
、
医
学
書
を
丸
暗
記
す
る
こ
と
で
、

そ
の
書
に
つ
い
て
教
授
で
き
る
証
明
に
過
ぎ
な
か
っ
た
（
71
）
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
れ
が
こ
の
時
代
は
、
医
師
の
権
威
づ
け
と
し
て
機
能

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
72
）
。

次
に
ム
ス
リ
ム
社
会
の
医
療
環
境
の
充
実
を
、
薬
品
・
個
人
の

経
験
知
・
人
材
、
の
面
か
ら
説
明
す
る
。

ま
ず
薬
品
の
質
的
向
上
を
、
砂
糖
水
に
ス
パ
イ
ス
や
果
汁
を
混

ぜ
た
薬
用
シ
ロ
ッ
プ
で
あ
る
シ
ャ
ラ
ー
ブ
を
例
に
説
明
す
る
。

﹇
約
二
百
年
前
の
十
二
世
紀
ア
ン
ダ
ル
ス
の
医
師
﹈
イ
ブ

ン
・
ズ
フ
ル
（
一
一
六
二
年
歿
）
の
﹇
ス
ー
ク
で
販
売
し
て

い
る
シ
ャ
ラ
ー
ブ
は
単
な
る
砂
糖
水
と
の
指
摘
﹈
発
言
は
現

在
の
状
況
と
は
違
う
。
現
在
シ
ャ
ラ
ー
ブ
屋
の
商
品
は
、
と

て
も
良
品
で
あ
る
。
も
し
間
違
っ
た
作
り
方
の
商
品
を
販
売

し
よ
う
も
の
な
ら
、
制
裁
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
ス
ー
ク
か

ら
放
逐
さ
れ
る
。﹇
そ
の
者
の
﹈
製
法
に
つ
い
て
知
識
の
欠

如
の
た
め
に
。
け
れ
ど
も
現
在
で
は
、
そ
う
い
う
こ
と
は
な

い
（
73
）。

と
し
、
そ
の
品
質
の
向
上
と
、
都
市
で
の
シ
ロ
ッ
プ
利
用
の
普
及

状
況
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
薬
品
で
あ
る
ス
パ
イ
ス
類
に
つ
い

て
は
、
販
売
者
の
香
薬
商
の
小
売
り
販
売
に
よ
っ
て
入
手
が
容
易

に
な
っ
た
と
説
明
し
て
い
る
。

小
﹇
売
り
﹈
店
は
、
大
き
な
﹇
卸
売
﹈
店
に
行
く
必
要
も
費

用
も
な
い
病
人
に
﹇
薬
と
し
て
の
香
辛
料
を
﹈
売
る
店
で
あ

る
。
彼
ら
が
必
要
な
の
は
、
一
ウ
ー
キ
ー
ヤ
﹇
約
三
グ
ラ

ム
﹈、
そ
の
二
分
の
一
、
四
分
の
一
、
八
分
の
一
い
ず
れ
か

で
あ
る
か
ら
。
そ
ん
な
量
で
は
大
規
模
な
店
は
販
売
し
な
い
。
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…
中
略
…
近
く
に
あ
る
こ
と
で
、
女
性
た
ち
や
薬
を
必
要
と

す
る
人
が
、﹇
遠
く
に
﹈
外
出
す
る
煩
い
か
ら
解
放
さ
れ
、

大
き
な
店
へ
赴
く
際
の
疲
労
や
費
用
が
な
く
な
る
（
74
）
。

ま
た
経
験
的
な
医
学
知
識
を
重
視
し
、

医
学
の
根
源
は
、
経
験
に
よ
る
。
そ
し
て
経
験
の
集
成
で
あ

る
（
75
）。

と
し
、
そ
れ
は
、
患
者
側
一
人
一
人
が
持
っ
て
い
る
も
の
で
、
医

学
は
イ
ス
ラ
ー
ム
医
学
者
た
ち
の
み
が
知
る
も
の
で
は
な
い
、
と

以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

そ
し
て
、
薬
の
購
入
者
の
多
く
が
、
医
学
に
つ
い
て
完
全
な

知
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
、
あ
な
た
は
見
た
で
あ
ろ
う
。

そ
の
知
識
は
経
験
か
ら
の
も
の
。
つ
ま
り
経
験
が
増
え
れ
ば
、

知
識
も
増
え
る
（
76
）
。

さ
ら
に
、
ム
ス
リ
ム
の
医
師
や
眼
科
医
が
社
会
に
多
数
輩
出
さ

れ
て
い
る
現
状
を
指
摘
す
る
。

そ
し
て
多
く
の
ム
ス
リ
ム
は
医
学
を
知
っ
て
い
る
。﹇
以
前

の
ム
ス
リ
ム
は
﹈
知
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
今
は
知
識
を

得
て
、
医
師
あ
る
い
は
眼
科
医
に
な
っ
て
い
る
（
77
）
。

そ
し
て
彼
は
ム
ス
リ
ム
医
師
を
評
価
し
て
、

あ
な
た
は
、
宗
教
イ
ス
ラ
ー
ム
の
マ
ド
ラ
サ
で
﹇
医
業
に
﹈

腕
の
あ
る
者
が
﹇
非
ム
ス
リ
ム
の
﹈
彼
ら
よ
り
数
多
い
こ
と

を
、
す
で
に
見
た
だ
ろ
う
。
彼
ら
は
、
同
胞
ム
ス
リ
ム
た
ち

へ
慈
悲
と
気
遣
い
を
も
っ
て
接
し
て
い
る
（
78
）
。

と
、
そ
の
技
術
の
優
秀
さ
と
真
摯
な
診
察
を
指
摘
す
る
。

そ
し
て
、
女
性
の
医
療
を
、
誰
も
が
有
す
る
経
験
に
よ
る
医
療

の
根
源
と
位
置
づ
け
る
。

そ
し
て
、
多
く
の
助
産
婦
や
老
婆
た
ち
が
、
よ
い
医
療
知
識

全
般
を
備
え
て
い
る
こ
と
も
み
た
で
あ
ろ
う
。
彼
女
た
ち
の

知
識
は
、
上
述
し
た
﹇
経
験
に
よ
る
﹈
医
学
知
識
の
源
で
経

験
で
あ
る
（
79
）
。

イ
ブ
ン
・
ア
ル
�
ハ
ー
ッ
ジ
は
、
医
薬
品
の
質
の
向
上
や
入
手

の
容
易
さ
、
個
々
人
が
持
つ
経
験
知
と
し
て
の
医
学
知
識
の
重
要

性
、
そ
し
て
ム
ス
リ
ム
医
師
数
の
増
加
と
女
性
の
医
療
の
秀
逸
さ

を
挙
げ
た
。
そ
し
て
、
非
ム
ス
リ
ム
の
医
療
を
排
除
し
て
も
、
ム

ス
リ
ム
に
よ
る
医
療
の
確
立
は
可
能
と
な
っ
て
い
る
と
述
べ
る
。

し
か
し
十
四
世
紀
の
イ
ブ
ン
・
ア
ル
�
ハ
ー
ッ
ジ
の
言
及
し
た

医
療
環
境
の
充
実
は
都
市
カ
イ
ロ
に
限
ら
れ
た
こ
と
と
考
え
ら
れ

る
。
と
い
う
の
も
同
時
代
の
イ
ブ
ン
・
ア
ル
�
ウ
フ
ッ
ワ
は
、
多

く
の
都
市
で
は
、
ム
ス
リ
ム
医
師
の
不
在
を
指
摘
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
（
80
）
。
都
市
で
の
医
師
数
に
お
い
て
、
ム
ス
リ
ム
医
師
が
ど
れ

ほ
ど
の
割
合
を
占
め
て
い
た
か
は
今
後
検
討
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
女
性
医
療
者

七
五
（
二
九
九
）



二

ム
ス
リ
ム
女
性
の
診
察
、
助
産
、
女
性
治
療
師

（
一
）
ム
ス
リ
ム
女
性
の
診
療
者

イ
ブ
ン
・
ア
ル
�
ハ
ー
ッ
ジ
は
、
誰
が
ム
ス
リ
ム
女
性
を
診
察

す
べ
き
か
、
を
検
討
す
る
。
ま
ず
、
非
ム
ス
リ
ム
の
治
療
者
に
つ

い
て
は
、
ム
ス
リ
ム
女
性
を
診
る
者
と
し
て
は
、
男
女
問
わ
ず
適

さ
な
い
と
し
て
い
る
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
ム
ス
リ
ム
の
女
性
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒

や
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
女
性
に
は
、
彼
女
の
体
の
一
部
で
も
見
せ

る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
彼
女
た
ち
の
権
利
で
あ

る
。﹇
異
教
徒
の
﹈
男
性
に
は
、
無
論
で
あ
る
。
ム
ス
リ
ム

女
性
は
、
患
部
以
外
の
部
分
を
隠
す
必
要
が
あ
る
。﹇
…
中

略
…
﹈
妻
や
娘
を
不
信
仰
者
に
み
せ
る
こ
と
は
、
罪
深
い
彼

ら
の
特
性
を
援
護
す
る
こ
と
に
な
る
（
81
）
。

そ
し
て
ム
ス
リ
ム
の
医
師
の
不
在
の
場
合
に
限
り
、
非
ム
ス
リ

ム
医
療
者
に
よ
る
治
療
を
認
め
る
。

も
し
、﹇
非
ム
ス
リ
ム
﹈
医
師
に
局
部
を
見
せ
る
こ
と
は
、

男
女
問
わ
ず
病
人
で
あ
れ
ば
許
可
さ
れ
る
、
と
ウ
ラ
マ
ー
た

ち
が
述
べ
る
な
ら
、
私
は
答
え
る
。
そ
れ
は
必
要
（
ム
ス
リ

ム
医
師
の
不
在
）
時
の
み
で
あ
る
。
ム
ス
リ
ム
の
医
師
が
い

る
場
合
に
は
、
不
信
心
者
の
医
師
の
治
療
を
求
め
る
必
要
な

ど
な
い
（
82
）
。

ま
た
ム
ス
リ
ム
で
あ
れ
ば
、
異
性
間
の
治
療
を
許
す
見
解
を
イ

ブ
ン
・
ア
ル
�
ハ
ー
ッ
ジ
は
示
し
て
い
る
。

彼
の
見
解
は
、
同
時
代
に
お
い
て
は
偏
っ
た
意
見
で
は
な
か
っ

た
（
83
）。
例
え
ば
同
時
代
の
ダ
マ
ス
カ
ス
の
法
学
者
で
、
預
言
者
の
医

学
と
い
う
分
野
の
書
を
執
筆
し
た
ザ
ハ
ビ
ー
（
一
三
四
八
年
歿
（
84
）
）

も
同
様
の
見
解
を
出
し
て
い
る
（
85
）
。
彼
の
著
書
『
預
言
者
の
医
学
（
86
）

・

T
ibb

al-nabı̄

』
は
、
十
四
世
紀
に
体
系
化
さ
れ
た
預
言
者
の
医

学
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
養
生
書
で
あ
る
。

預
言
者
の
医
学
と
は
、
コ
ー
ラ
ン
や
ハ
デ
ィ
ー
ス
の
中
で
預
言

者
が
行
っ
た
治
療
法
を
重
ん
じ
、
ハ
デ
ィ
ー
ス
に
は
記
載
が
な
い

病
に
つ
い
て
は
イ
ス
ラ
ー
ム
医
学
の
治
療
と
薬
品
を
積
極
的
に
採

用
し
た
医
学
で
あ
る
。
そ
の
主
な
治
療
法
は
、
食
事
療
法
、
瀉
血
、

吸
い
玉
瀉
血
、
焼
灼
で
あ
り
、
薬
は
高
価
な
混
合
薬
で
は
な
く
、

蜂
蜜
な
ど
の
普
段
入
手
し
や
す
い
安
価
で
身
近
な
食
品
や
薬
が
用

い
ら
れ
た
。
預
言
者
の
医
学
に
関
す
る
書
物
の
編
者
は
医
学
に
精

通
し
た
法
学
者
た
ち
で
あ
り
、
彼
ら
の
編
纂
の
意
図
は
、
イ
ス
ラ

ー
ム
医
学
の
知
識
に
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
伝
統
医
学
や
ム
ハ
ン
マ

ド
の
医
療
に
関
す
る
言
行
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
ム
ス

リ
ム
に
適
し
た
医
療
体
系
を
構
築
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
預
言
者

の
医
学
は
、
以
降
市
井
の
人
々
に
対
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
医
学
お
よ

び
コ
ー
ラ
ン
や
ハ
デ
ィ
ー
ス
の
知
識
の
理
解
・
実
践
を
促
し
て
い

史

学

第
八
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く
（
87
）。ザ

ハ
ビ
ー
も
、
項
目
「
女
性
が
近
親
者
以
外
の
男
性
を
、
あ
る

い
は
女
性
を
男
性
が
看
護
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
こ
と
」
で
、
異

性
間
の
治
療
を
以
下
の
よ
う
に
許
可
し
て
い
る
。

マ
ル
ワ
ズ
ィ
ー
（
一
二
四
一
年
歿
）
い
わ
く
、
病
気
の
場
合
、

﹇
看
護
者
は
﹈
未
婚
で
あ
っ
て
も
、
親
族
で
な
い
異
性
の
看

病
は
許
さ
れ
る
。
局
部
も
顔
も
、
看
病
す
る
側
が
見
る
こ
と

は
許
さ
れ
る
（
88
）
。

と
こ
ろ
で
治
療
者
の
選
択
で
は
、
患
者
と
同
性
の
治
療
者
を
優

先
す
べ
き
と
イ
ブ
ン
・
ア
ル
�
ハ
ー
ッ
ジ
は
述
べ
た
（
89
）
。

た
だ
し
、
非
ム
ス
リ
ム
医
師
に
よ
る
ム
ス
リ
ム
女
性
の
診
察
を

許
可
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
法
学
者
の
立
場
も
様
々
で
あ
っ

た
。
例
え
ば
同
時
代
の
法
学
者
の
一
人
イ
ブ
ン
・
タ
イ
ミ
ー
ヤ
は
、

ユ
ダ
ヤ
教
徒
や
キ
リ
ス
ト
教
徒
ら
の
医
師
に
よ
る
診
察
に
つ
い
て

寛
大
な
立
場
を
と
っ
て
い
た
（
90
）
。
今
後
、
ム
ス
リ
ム
・
非
ム
ス
リ
ム

間
の
診
察
や
ム
ス
リ
ム
異
性
間
の
治
療
に
つ
い
て
の
中
世
の
法
学

者
の
意
見
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

（
二
）
助
産
婦
と
女
性
治
療
師

助
産
婦
と
、
訪
問
巡
回
の
女
性
治
療
師
の
具
体
的
な
活
動
に
関

し
て
も
二
人
の
ウ
ラ
マ
ー
は
記
録
を
残
し
て
い
る
。

助
産
に
つ
い
て
、
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
は
、

対
象
の
ゆ
え
に
程
度
の
高
い
技
術
と
し
て
は
、
助
産taw

lı̄d

、

書
記
、
出
版
、
歌
謡
、
医
術
が
あ
る
。
助
産
は
新
生
児
の
出

生
を
受
け
あ
う
の
で
あ
る
か
ら
、
文
明
に
必
需
的
な
も
の
で

あ
り
、
一
般
的
関
心
ご
と
で
あ
る
。
そ
の
対
象
は
新
生
児
と

母
親
で
あ
る
（
91
）
。

と
、
助
産
を
書
記
や
医
術
と
同
等
の
重
要
性
あ
る
職
種
と
位
置
づ

け
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
助
産
婦
は
女
性
の
専
門
職
と
し
て
い
る
。

こ
の
技
術
は
概
し
て
婦
人
に
限
ら
れ
る
。
婦
人
な
ら
ば
、
婦

人
の
陰
部
を
見
て
も
よ
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
技
術
を
行
う

婦
人
は
助
産
婦qābila

と
呼
ば
れ
る
（
92
）
。

ま
た
、
助
産
婦
の
能
力
の
高
さ
を
以
下
の
よ
う
に
評
価
す
る
。

こ
れ
ら
﹇
分
娩
に
伴
う
痛
み
﹈
は
す
べ
て
助
産
婦
の
よ
り
熟

練
し
た
処
置
を
要
す
る
病
気
で
あ
る
。
助
産
婦
の
な
か
に
は
、

熟
練
し
た
医
者
よ
り
も
博
識
に
富
ん
で
い
る
者
が
あ
っ
て
、

授
乳
し
始
め
て
か
ら
離
乳
期
に
至
る
ま
で
の
乳
児
の
肉
体
を

冒
す
病
気
を
処
置
す
る
（
93
）
。

イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
は
、
出
産
、
母
体
管
理
、
乳
児
医
療

に
及
ぶ
助
産
婦
の
仕
事
は
、
医
療
と
同
様
の
価
値
が
あ
る
と
位
置

づ
け
た
。
こ
の
時
代
で
は
、
出
産
と
乳
児
医
療
は
女
性
医
療
者
の

中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
女
性
医
療
者

七
七
（
三
〇
一
）



専
門
領
域
と
認
識
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

一
方
、
女
性
治
療
師
の
職
務
は
、
ム
ス
リ
ム
女
性
の
瀉
血
治
療

で
あ
る
こ
と
を
イ
ブ
ン
・
ア
ル
�
ハ
ー
ッ
ジ
は
定
義
し
て
い
る
。

（
男
性
の
瀉
血
師
を
用
い
る
こ
と
は
）
第
一
の
道
で
は
な
い
。

必
然
な
こ
と
は
、
女
性
﹇
患
者
﹈
に
は
、
ム
ス
リ
ム
女
性
の

・

巡
回
治
療
師sāni‘a

m
uslim

a
m

utjāla

を
﹇
用
い
る
こ

と
﹈
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
彼
女
た
ち
は
、
ム
ザ
イ
イ
ン
と
同

じ
仕
事
を
す
る
。
た
だ
し
、
先
述
の
よ
う
に
、
成
人
に
達
し

て
い
な
い
若
者
あ
る
い
は
老
人
で
あ
れ
ば
、
彼
ら
を
一
人
に

さ
せ
な
い
状
況
に
す
れ
ば
、﹇
女
性
の
瀉
血
を
﹈
許
さ
れ
る
（
94
）
。

男
性
ム
ザ
イ
イ
ン
（
95
）
（
瀉
血
師
兼
理
容
師
）
は
個
人
宅
を
訪
問
し

女
性
の
瀉
血
を
す
る
場
合
も
あ
る
た
め
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
彼
女
た
ち
は
瀉
血
以
外
に
も
様
々
な
美
容
処
置
を
お

こ
な
っ
て
い
た
こ
と
が
以
下
の
記
述
か
ら
わ
か
る
。

﹇
女
性
治
療
師
の
﹈
仕
事
は
、
必
要
な
瀉
血
だ
け
で
あ
る
。

そ
れ
以
外
は
禁
止
す
る
よ
う
に
。
歯
の
美
白
の
た
め
の
掃
除

や
歯
磨
き
は
自
分
で
行
う
べ
き
で
あ
る
（
96
）
。

歯
磨
き
や
口
腔
内
の
手
入
れ
は
自
分
で
行
う
べ
き
と
し
た
。
そ

し
て
、
つ
け
毛
や
入
れ
墨
の
処
置
も
禁
止
を
説
い
た
。

・

預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
は
、「
つ
け
毛
師w

āsila

、
そ
れ
を
希

望
す
る
者
、
入
れ
墨
師w

āshim
a

（
入
れ
墨
）
も
、
そ
れ

を
希
望
す
る
者
も
ア
ッ
ラ
ー
は
呪
い
給
う
。」
と
述
べ
﹇
こ

れ
ら
を
﹈
禁
じ
た
（
97
）
。

さ
ら
に
、
脱
毛
も
禁
止
し
た
。

眉
の
間
の
毛
の
除
毛
は
、
女
性
施
術
者
を
雇
う
こ
と
も
、
自

分
で
す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
る
（
98
）
。

彼
は
瀉
血
以
外
の
美
容
的
処
置
を
施
す
こ
と
と
受
け
る
こ
と
を

禁
止
で
あ
る
と
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
女
性
治
療
者
と
家
人
の
女
性
た
ち
と
の
接
触
も
イ

ブ
ン
・
ア
ル
�
ハ
ー
ッ
ジ
は
警
戒
す
べ
き
と
説
く
。

も
し
で
き
る
な
ら
ば
﹇
女
性
治
療
師
の
な
か
で
﹈
若
い
女
性

は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
彼
女
た
ち
は
、
た

い
て
い
の
場
合
に
顔
を
隠
さ
ず
、
飾
り
を
つ
け
化
粧
し
て
外

歩
き
を
す
る
。
彼
女
た
ち
の
状
況
に
は
、
た
い
て
い
、
家
庭

の
女
性
た
ち
も
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
親
族
以
外
の
男

た
ち
に
魅
力
的
に
見
せ
る
こ
と
は
、
禁
止
さ
れ
る
べ
き
こ
と

で
あ
る
。
家
の
女
性
た
ち
が
、
彼
女
の
悪
い
特
性
や
罪
深
い

状
況
を
真
似
る
恐
れ
が
あ
る
（
99
）
。

女
性
治
療
者
と
の
接
触
か
ら
、
家
の
中
の
女
性
が
彼
女
の
行
動

を
模
倣
す
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
（
100
）
。
こ
の
記
述
は
、
女
性
治
療
者

は
、
家
庭
の
女
性
た
ち
と
頻
繁
で
密
接
な
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
を

伺
わ
せ
る
。

史
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助
産
婦
は
、
出
産
だ
け
で
な
く
乳
児
医
療
の
専
門
家
で
あ
っ
た
。

女
性
治
療
師
は
、
瀉
血
だ
け
で
な
く
歯
の
掃
除
、
つ
け
毛
、
入
れ

墨
、
脱
毛
な
ど
美
容
処
置
も
女
性
の
自
宅
を
訪
問
し
行
っ
て
い
た
。

こ
の
時
代
に
は
、
ウ
ラ
マ
ー
た
ち
が
医
療
を
考
察
し
た
。
彼
ら

に
よ
っ
て
、
預
言
者
の
医
学
と
い
う
分
野
が
体
系
化
さ
れ
、
非
ム

ス
リ
ム
医
師
に
よ
る
医
療
の
排
除
が
試
み
ら
れ
た
。
彼
ら
に
よ
っ

て
、
女
性
の
医
療
は
、
経
験
知
の
医
療
と
し
て
信
頼
で
き
る
も
の

と
し
て
ム
ス
リ
ム
社
会
に
必
要
な
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

お
わ
り
に

女
性
医
療
者
に
対
す
る
知
識
人
の
認
識
は
時
代
に
よ
り
変
遷
し

た
。
十
・
十
一
世
紀
に
お
い
て
は
、
女
性
の
医
療
は
、
都
市
・
農

村
・
家
庭
に
お
い
て
信
頼
で
き
る
も
の
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
イ
ス
ラ
ー
ム
医
学
者
た
ち
は
自
ら
の
医
学
と
同
等
の
も
の

と
は
認
め
な
か
っ
た
。
十
三
世
紀
に
は
、
女
性
の
医
療
は
、
患
者

の
様
態
を
観
察
し
な
が
ら
弱
い
作
用
の
薬
を
投
与
す
る
治
療
と
し

て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
医
学
者
に
よ
り
、
そ
の
安
全
性
が
評
価
さ
れ
た
。

十
四
世
紀
で
は
、
女
性
の
医
療
は
、
経
験
知
に
基
づ
く
医
療
と
し

て
、
そ
の
有
効
性
が
ウ
ラ
マ
ー
に
よ
り
認
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
助

産
・
乳
児
医
療
・
ム
ス
リ
ム
女
性
の
瀉
血
・
美
容
施
術
は
、
ム
ス

リ
ム
女
性
の
専
門
分
野
と
さ
れ
、
彼
女
ら
の
治
療
・
施
術
の
信
頼

性
は
知
識
人
た
ち
に
認
知
さ
れ
た
。

女
性
医
療
者
に
関
す
る
言
及
か
ら
は
、
そ
の
時
代
の
知
識
人
た

ち
が
医
療
分
野
で
懸
念
し
て
い
た
状
況
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

十
・
十
一
世
紀
に
医
学
者
が
問
題
と
し
た
の
は
、
人
々
が
イ
ス
ラ

ー
ム
医
学
者
よ
り
も
、
女
性
な
ど
他
の
医
療
者
を
信
頼
す
る
状
況

で
あ
っ
た
。
十
三
世
紀
に
な
る
と
、
い
か
さ
ま
医
療
の
実
態
は
知

識
人
ら
に
周
知
さ
れ
、
多
数
の
事
例
が
書
き
記
さ
れ
た
。
医
学
者

は
、
同
業
者
の
医
学
知
識
の
貧
し
さ
や
、
臨
床
の
裏
付
け
な
く
書

の
知
識
の
み
に
よ
る
苛
烈
な
治
療
の
実
施
を
非
難
し
た
。
十
四
世

紀
に
は
、
医
学
者
以
外
の
知
識
人
か
ら
は
、
非
ム
ス
リ
ム
の
ユ
ダ

ヤ
教
徒
や
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
よ
る
治
療
に
ム
ス
リ
ム
が
依
存
し
て

い
る
状
況
を
危
惧
す
る
意
見
が
出
さ
れ
た
。

女
性
の
医
療
に
対
す
る
知
識
人
の
評
価
の
変
遷
か
ら
は
、
十

三
・
十
四
世
紀
を
、
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
の
知
識
人
た
ち
の
医
学
・

医
療
に
対
す
る
認
識
の
変
換
期
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
彼
ら
は
、

医
療
に
関
心
を
抱
き
情
報
を
集
め
、
そ
の
在
り
方
を
定
義
・
検
討

し
た
。
そ
の
論
議
の
中
で
女
性
の
医
療
は
経
験
知
の
一
つ
と
し
て

評
価
さ
れ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
の
医
療
の
一
つ
と
し
て
受
容
さ
れ

た
。本

論
で
は
中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
に
お
け
る
、
女
性
イ
ス
ラ
ー

ム
医
学
の
医
師
の
存
在
と
そ
の
活
動
に
関
す
る
記
述
を
確
認
す
る

中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
女
性
医
療
者

七
九
（
三
〇
三
）



こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
十
六
世
紀
の
エ
ジ
プ
ト
、
カ
イ
ロ
に
は

多
数
の
外
科
や
内
科
の
女
性
医
師
が
い
た
こ
と
を
ア
ル
ピ
ン
が
伝

え
て
い
る
（
101
）
。
今
後
は
女
性
医
師
、
治
療
者
、
美
容
施
術
者
ら
の
記

録
を
渉
猟
し
、
中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
の
女
性
の
様
相
の
一
側
面

を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

註（
１
）

Peter
E

.
Porm

ann
&

E
m

ile
Savage-Sm

ith,
M

edieval
Is-

lam
ic

M
edicine,C

airo,2007,pp.24

�37.

ア
ッ
バ
ー
ス
朝
の
具

体
的
な
医
学
振
興
政
策
と
し
て
は
、
医
書
の
翻
訳
と
編
纂
、
人
材

の
育
成
、
病
院
機
関
の
創
設
が
挙
げ
ら
れ
る
（Sam

iK
.H

a-
m

arneh
,

“M
edical

E
ducation

and
Practice

in
Islam

”,
in

C
harles

D
.

O
’M

alley

（ed.

）,T
he

H
istory

of
M

edical
E

duca-
tion

,B
erkeley,1970,pp.39

�71

）。

（
２
）
女
性
の
医
療
者
に
関
す
る
唯
一
の
小
論
の
執
筆
者
ポ
ー
ル
マ
ン

は
、
彼
女
ら
に
関
す
る
記
録
は
中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
期
文
献
資
料
に

は
殆
ん
ど
確
認
で
き
な
い
と
資
料
的
限
界
を
指
摘
す
る
（Peter

E
.

Porm
ann,

“Fem
ale

Patients
and

Practitioners
in

M
edieval

Islam
”,Lancet,373

（2009

）,pp.
1598

�99,
p.

1598

）。
ゲ
ニ

・
・

ザ
文
書
研
究
の
ゴ
イ
テ
イ
ン
は
、
女
性
の
医
師
、
眼
科
医kahhāla
、

・

脱
毛
施
術
者haffāfa

の
記
述
を
文
書
に
確
認
し
て
い
る
が
、
具
体

的
な
活
動
の
説
明
は
な
い
（S.D

.G
oitein,A

M
edi

terranean
Society

:the
Jew

ish
C

om
m

unities
of

the
A

rab
W

orld
as

Por-
trayed

in
the

D
ocum

ents
of

the
C

airo
G

eniza
,

5vols,
B

er-
keley

&
C

A
,1967

�1988,vol.1,pp.127

�128

）。
イ
ス
ラ
ム
医

学
史
研
究
は
、
医
療
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
研
究
と
し
て
、
医
師
教

育
制
度
、
医
療
倫
理
、
医
療
行
政
、
病
院
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
研
究

と
、
医
学
者
個
人
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
と
し
て
は
、
医
師
の
社

会
的
地
位
、
個
人
医
学
者
の
思
想
、
預
言
者
の
医
学
で
の
法
学
者

の
医
療
見
解
に
関
わ
る
研
究
が
あ
る
。
医
療
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る

研
究
と
し
て
は
、Peter

E
.Porm

ann,“Im
ages

of
the

C
harla-

tan
in

M
edievalIslam

”,
B

ulletin
of

the
H

istory
of

M
edicine,

2005,
79,

pp.
189

�227
;M

ichael
D

ols,
“Islam

and
M

edi-
cine”,

H
istory

of
Science,

26/4/74

（1988

）,pp.
417

�25
;

Sam
i

K
.

H
am

arneh
,

“O
rigin

and
Function

of
the

H
isbah

System
in

Islam
and

Its
Im

pact
on

the
H

ealth
Profes-

sions”,Sudhoffs
A

rchiv,48

（1964

）,pp.157

�163
;

病
院
の
慈

善
施
設
機
能
に
つ
い
て
は
、Sam

iK
.H

am
arneh,“D

evelopm
ent

of
H

ospitals
in

Islam
”,

Journal
of

the
H

istory
of

M
edicine

and
A

llied
Sciences,

17/2

（1962

）,pp.
366

�384
;Sam

i
K

.
H

am
arneh

,
“T

he
Physician

and
the

health
professions

in
early

Islam
”,

B
ulletin

of
the

N
ew

Y
ork

A
cadem

y
of

M
edi-

cine,47/9

（1971

）,pp.1088

�1110
;R

agab
A

hm
ed,

T
he

m
e-

dieval
Islam

ic
hospital

:
m

edicine,
religion

,
and

charity,
N

ew
Y

ork,2015
;

医
学
教
育
に
関
し
て
は
、G

ary
Leiser,

“M
edical

E
ducation

in
Islam

ic
Lands

from
the

Seventh
to

the
Fourteenth

C
entury”,

Journal
of

the
H

istory
of

M
edi-

cine
and

A
llied

Science,38

（1983

）,pp.48

�75

な
ど
が
あ
る
。

医
師
の
社
会
的
地
位
に
関
し
て
はR

osenthal,Franz,“
Physi-

cian
in

m
edievalM

uslim
society”,B

ulletin
of

the
H

istory
of

M
edicine,2

（1978

）,pp.
475

�491
;D

oris
B

ehrens
A

bouseif,

史

学

第
八
七
巻

第
三
号

八
〇
（
三
〇
四
）



“T
he

Im
age

of
the

Physician
in

A
rab

B
iographies

of
the

post-C
lassicalA

ge

﹇
以
下

“T
he

Im
age

of
the

Physician”

と

略
記
﹈”,

D
er

Islam
,

66/
2

（1989

）,pp
.

331

�343
;D

oris
B

ehrens-A
bouseif,

F
ath

A
llāh

and
A

bū
Zakariyya

:
physi-

cians
U

nder
the

M
am

uluks,C
airo,1987

の
研
究
を
参
照
。
医

学
者
個
人
の
思
想
研
究
と
し
て
は
、A

lbert
Z.Iskandar,“T

he
m

edical
B

ibliography
of

al-R
āzı̄”,

in
G

erge
F

.
H

ourani

（ed.

）,E
ssays

on
Islam

ic
Philosophy

and
Science,

A
lbany,

1975,
pp.

41

�46
;N

.
Peter

Joosse
&

Peter
E

.
Porm

ann
,

“D
ecline

and
D

ecadence
in

Iraq
and

Syria
after

the
A

ge
・

of
A

vicenna?
‘A

bd
al-Latı̄f

al-B
aghdādı̄

（1162

�1231

）be-
tw

een
M

yth
and

H
istory”,

B
ulletin

of
the

H
istory

of
M

edi-
cine,

84/1

（2010

）,pp.
1

�29
;Paulina

B
.

Lew
icka,

“M
edi-

cine
for

M
uslim

s?
Islam

ic
T

heologians,
N

on-M
uslim

Phy-
sicians

and
the

M
edicalC

ulture
of

the
M

am
luk

N
ear

E
ast

﹇
以
下“M

edicine
for

M
uslim

s?”

と
略
記
﹈”,in

Stephan
C

on-
erm

ann

（ed.

）,U
bi

sum
us?

quo
vadem

us?
:M

am
luk

studies,
state

ofthe
art,G

oettingen,2013,pp.83

�106

な
ど
が
あ
る
。

預
言
者
の
医
学
に
関
す
る
研
究
はIrm

eliPerho,T
he

Prophet’s
M

edicine
:A

C
reation

ofthe
M

uslim
T

raditionalise
Scholars,

�

H
elsinki,

1995
;Irm

eli
Perho,

“Ibn
Q

ayyim
al-G

aw
ziyyah’s

C
ontribution

to
the

Prophet’s
M

edicine”
in

C
aterina

B
ori

&
Livnat

H
oltzm

an

（ed.

）,A
Scholar

in
the

Shadow
:E

ssays
in

the
Legal

and
T

heological
T

hought
of

Ibn
Q

ayyim
al-

�

G
aw

ziyyah,R
om

e,2010,pp.141

�60

が
あ
る
。

・

（
３
）

al-Sakhāw
ı̄,

al-D
aw

’
al-lam

i‘
li-ahl

al-qarn
al-tāsi‘,

B
ei-

rut,n.d.,6vols.,vol.6,part.12,p.
31

（n.
177

）,p.
114

（n.
689

）,p.144

（n.891

）;cf.G
iladi,

A
vner,

“Lim
inal

craft,
ex-

ceptionallaw
:Prelim

inary
notes

on
m

idw
ives

in
M

edieval
Islam

ic
w

riting
”,

International
Journal

of
M

iddle
E

ast
Studies,42/2

（2010

）,pp.185

�202,p.186

�187.

（
４
）

Prosper
A

lpin,La
m

edicine
des

E
gyptians,R

.de
Fenoyl

（trans.&
ed.

）,Le
C

aire,1980,2vols.,vol.2,pp.276

�277.

（
５
）
こ
の
医
学
の
名
称
は
研
究
者
に
よ
っ
て
様
々
で
、
イ
ス
ラ
ー
ム

世
界
で
体
系
化
さ
れ
た
医
学
と
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
医
学
、
ア
ラ
ビ

ア
語
医
学
書
を
残
し
た
ゆ
え
に
ア
ラ
ブ
医
学
、
ま
た
古
代
ギ
リ
シ

ャ
医
学
を
基
礎
に
し
た
医
学
と
し
て
、
ギ
リ
シ
ャ
・
イ
ス
ラ
ム
医

学
と
す
る
研
究
者
も
い
る
（Peter

E
.Porm

ann,“Im
ages

of
the

C
harlatan

in
M

edieval
Islam

”,
p

.
191,

n
.

6
;Irm

eli
Perho,T

he
Prophet’s

M
edicine,p.44

）。

（
６
）

Peter
E

.Porm
ann,“T

he
Form

ation
of

the
A

rabic
phar-

m
acology

betw
een

tradition
and

innovation
”,

A
nnals

of
Science,68/4

（2011

）,pp.493

�515,p.47.

（
７
）
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
宮
廷
で
は
九
世
紀
か
ら
イ
ス
ラ
ー
ム
医
学
理
論

に
基
づ
い
た
食
養
生
法
が
医
師
の
指
導
で
実
践
さ
れ
て
い
た
（D

.
W

aines,
“D

ietetics
in

m
edieval

Islam
ic

culture”,
in

P
.

E
.

Porm
ann

（ed.

）,Islam
ic

m
edical

and
scientific

tradition
,

4
vols,

London,
2011,

V
ol.

1,
pp.

99

�115,
pp.

101

�103

）。
イ

ス
ラ
ー
ム
医
学
理
論
に
つ
い
て
は
、M

ichaelD
ols,M

edieval
Is-

・

lam
ic

M
edicine

:Ibn
R

idw
ān’s

T
reatise

“O
n

the
Prevention

ofB
odily

Ills
in

E
gypt”,B

erkeley,1984,p.32

を
参
照
。

（
８
）
治
療
法
に
つ
い
て
は
、Peter

E
.Porm

ann
&

E
m

ile
Savage-

中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
女
性
医
療
者

八
一
（
三
〇
五
）



Sm
ith,M

edieval
Islam

ic
M

edicine,pp.119

�121

を
参
照
。

（
９
）

M
ichaelD

ols,M
edieval

Islam
ic

M
edicine,p.122.

（
１０
）
医
学
の
専
門
的
臨
床
教
育
と
研
究
の
場
で
あ
っ
た
病
院
は
、
社

会
的
保
護
施
設
的
特
色
を
帯
び
て
い
っ
た
。
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
の

病
院
の
大
半
の
入
院
患
者
は
身
寄
り
の
な
い
人
々
で
あ
っ
た
。
ま

た
精
神
疾
患
か
ら
入
院
し
良
好
と
な
り
退
院
す
る
場
合
、
入
院
患

者
に
と
っ
て
重
労
働
は
困
難
で
あ
る
判
断
か
ら
、
病
院
か
ら
五
デ

ィ
ナ
ー
ル
が
支
給
さ
れ
た
（M

ichaelD
ols,M

edieval
Islam

ic
M

edicine,p.31
;

な
お
病
院
の
慈
善
施
設
機
能
は
、Sam
iK

.H
a-

m
arneh,

“D
evelopm

ent
of

H
ospitals

in
Islam

”,
p.

106
;Ir-

m
eliPerho,T

he
Prophet’s

M
edicine,p.52

参
照
）。

（
１１
）
ム
ザ
イ
イ
ン
は
理
容
師
と
訳
さ
れ
る
が
割
礼
や
瀉
血
、
そ
の
他

の
外
科
処
置
も
行
っ
た
（D

oris
B

ehrens-A
bouseif,“T

he
Im

-
age

of
the

Physician
”,

p
.

341
;Sherry

Sayed
G

adelrab
,

“M
edical

H
ealers

in
O

ttom
an

E
gypt,

1517
�1805”,

M
edical

H
istory,54/3

（2010

）,pp.365

�386,p.373
）。

（
１２
）
マ
シ
ュ
リ
ク
で
は
十
三
世
紀
のA

l-Shayzarı̄,N
ihāya

al-
ru

・tba
fı̄

・talab
al-

・hisba

﹇
以
下N

ihāya

と
略
記
﹈,B

eirut,1981

に
医
療
記
述
が
あ
り
、
そ
の
記
述
は
十
四
世
紀
の
ヒ
ス
バ
書
二
書

Ibn
al-U

K
huw

w
a,M

a’ālim
al-qurba

fı̄
a

・hkām
al-

・hisba,Lon-
don,

1938
;Ibn

B
assām

,
N

ihāya
al-ru

・tba
fi

・talab
al-

・hisba,
B

aghdad,1968

に
改
変
な
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
１３
）
現
存
す
る
最
古
の
医
学
倫
理
書
は
、
九
世
紀
後
半
の
医
師
ル
ー

ハ
ー
ウ
ィ
ー
（
生
没
年
不
詳
）
に
よ
る
『
医
者
の
教
養A

dab
al-

・tabı̄b

』
で
あ
り
、
第
十
八
章
に
い
か
さ
ま
医
療
の
具
体
例
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
い
か
さ
ま
をkhadā’

、
い
か
さ
ま

治
療
を
行
う
医
師
をm

ukhtāl

と
し
て
い
る
（M

artin
Levy,

M
edical

E
thics

of
M

edieval
Islam

,
w

ith
Special

R
eference

to
al-R

ūhāw
ı̄’s

“Practical
E

thics
ofthe

Physician”,
Philadelphia,

1967,pp.89

�91

）。
中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
の
医
学
者
た
ち
の
い

か
さ
ま
医
療
論
争
に
つ
い
て
はPeter

E
.Porm

ann,“Im
ages

of
the

C
harlatan

in
M

edievalIslam
”

を
参
照
。

（
１４
）
医
師
の
試
験
実
施
は
、
カ
リ
フ
・
ム
ク
タ
デ
ィ
ル
施
政
下
の
九

三
一
年
（
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
三
一
八
年
）
に
行
わ
れ
た
宮
廷
侍
医
サ
ー

ビ
ト
ゥ
・
ブ
ン
・
シ
ナ
ー
ン
に
よ
る
試
験
が
名
高
い
（Ibn

abı̄
U

saybi‘a,
‘U

yūn
al-anbā’fı̄

・tabaqāt
al-a

・tibbā’

﹇
以
下‘U

yūn
al-anbā’

と
略
記
﹈,2vols,C

airo-K
önigsberg,1882,R

eprint
in

F
.

Sezgin
ed

.,
Islam

ic
M

edicine,
V

ol.
1

�2,
Frankfurt

am
M

ain
1995,V

ol.1,p.222

）。

（
１５
）

Irm
eliPerho,T

he
Prophet’s

M
edicine,p.50.

（
１６
）

Irm
eliPerho,T

he
Prophet’s

M
edicine,p.49.

（
１７
）
い
か
さ
ま
批
判
に
加
え
て
、
医
師
の
能
力
試
験
問
題
集
の
編
纂

・

も
行
っ
た
（A

lbert
Z.Iskandar

ed.,“A
l-R

azı̄w
a-m

ihnat
al-

・

tabı̄b”,al-M
achriq,54

（1960

）,pp.471

�522

お
よ
びPeter

E
.

Porm
ann

&
E

m
ile

Savage-Sm
ith

,
M

edieval
Islam

ic
M

e-
dicine,pp.85

�86

を
参
照
）。

（
１８
）

Peter
E

.Porm
ann,“Im

ages
of

the
C

harlatan
in

M
edie-

valIslam
”,p.205.

こ
の
書
の
ア
ラ
ビ
ア
語
写
本
の
現
存
の
確
認

は
な
い
。
ヘ
ブ
ラ
イ
語
写
本
二
種
が
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
州
立
図
書
館

他
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（Peter

E
.Polem

ann,“Im
ages

of
the

C
harlatan

in
M

edievalIslam
”

p.199,n.19

）。
筆
者
は
ヘ
ブ

ラ
イ
語
写
本
未
見
の
た
め
、
ポ
ー
ル
マ
ン
の
英
訳
を
用
い
た
。

史

学
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・

・

・

（
１９
）

Sā‘id
ibn

al-H
asan,

D
as

B
uch

A
t-T

ašw
ı̄q

a

・t-

・tibbı̄
des

Sā
�ı̄d

ibn
al-

・

H
asan

:
ein

arabisches
A

dab-W
erk

über
die

B
ildung

des
A

rzteshrsg.
u.

bearbeitet
von

O
tto

Spies,
B

onn,
1968.

彼
は
ラ
フ
バ
（
ダ
マ
ス
カ
ス
と
ラ
ッ
カ
の
間
に
あ
る
ユ
ー
フ

ラ
テ
ス
西
岸
に
位
置
す
る
町
）
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
医
師
で
あ
っ

た
。
こ
の
書
は
医
師
の
臨
床
へ
の
態
度
や
医
師
試
験
の
必
要
性
な

ど
を
説
い
た
医
療
倫
理
書
で
あ
る
。

・

・

・

（
２０
）

Sā‘id
ibn

al-H
asan,

D
as

B
uch

A
t-T

ašw
ı̄q

a

・t-

・tibbı̄
des

Sā
�ı̄d

ibn
al-

・

H
asan

,p.109
;cf.

英
語
訳Porm

ann
and

Savage-
Sm

ith,M
edieval

Islam
ic

M
edicine,p.10

（n.33

）。

（
２１
）
オ
ス
マ
ン
期
の
エ
ジ
プ
ト
の
医
療
を
研
究
し
た
ガ
デ
ル
ラ
ブ
に

よ
れ
ば
、
家
庭
内
で
の
妻
や
母
親
の
医
療
者
と
し
て
の
役
割
は
オ

ス
マ
ン
期
に
お
い
て
も
変
わ
り
な
く
、
彼
女
た
ち
の
治
療
法
は
と

き
に
医
学
書
に
採
用
さ
れ
た
（Sherry

Sayed
G

adelrab,“M
edi-

cal
H

ealers
in

O
ttom

an
E

gypt,
1517

�1805”,
pp.

387

�388

）。

・

（
２２
）

A
l-T

anūkhı̄,
N

ishw
ār

al-m
u

・hādarah
w

a-akhbār
al-

m
u-

dhākara
,8vols.,B

eirut,1971

�73,vol.1,p.10.
こ
の
書
の
中

の
逸
話
は
、
彼
の
時
代
の
イ
ラ
ク
地
域
の
ム
ス
リ
ム
社
会
の
諸
相

を
伝
え
る
資
料
と
歴
史
研
究
者
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
る
（D

om
in-

ique
Sourdel,Le

vizirat
A

bbaside
de

749
a

936
,2vols.,

D
a-

m
ascus,

1959,
vol.

1,
pp.

35

�36
;cf.

N
adia

M
.

E
l-C

heikh
,

“W
om

en’s
H

istory
:a

Study
of

al-T
anūkhı̄”,

in
D

eguilhem
R

andi
&

M
anuela

M
arin

（eds.

）,W
riting

the
F

em
inine

:
W

om
en

in
A

rab
Sources,

London,
2002,

pp.
129

�148,
pp.

131

�132

）。

・

（
２３
）

A
l-T

anūkhı̄,
N

ishw
ār

al-m
u

・hādarah
w

a-akhbār
al-m

u-

dhākarah
,

8vols.,
B

eirut,
1971

�73,
vol.

2,
p.

94
;cf.

N
adia

M
.

E
l-C

heikh,
“W

om
en’s

H
istory

:a
Study

of
al-T

anūkhı̄”,
p.140.

（
２４
）
ア
ラ
ビ
ア
語
で
は
、‘indanā

‘ajūzun
tarqı̄m

in
hādhā

と
あ

る
（Ibid

.

）。

（
２５
）

N
ihāya

,pp.89

�102,pp.48

�57.

（
２６
）
病
人
が
治
療
後
に
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
近
親
者
は
著
名
な
医

療
知
識
者
に
、
担
当
医
の
処
方
箋
を
提
出
し
裁
定
を
求
め
、
も
し

医
師
の
過
失
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
補
償
金
の
支
払
い
を
そ

の
医
師
に
市
場
監
督
官
は
命
じ
る
と
い
う
い
う
も
の
だ
っ
た
（N

i-
hāya

,pp.98

）。

（
２７
）

N
ihāya

,pp.98

�100.

但
し
、
医
師
能
力
試
験
の
実
施
な
ど
医

療
業
務
に
対
す
る
市
場
監
督
官
の
取
り
締
ま
り
の
履
行
を
裏
付
け

る
資
料
は
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
（Peter

E
.Por-

m
ann

,
“Im

ages
of

the
C

harlatan
in

M
edieval

Islam
”,

p
.

209

）。

（
２８
）
ジ
ャ
ウ
バ
リ
ー
は
、
十
三
世
紀
後
半
に
レ
パ
ン
ト
に
生
活
拠
点

を
置
き
な
が
ら
、
ダ
マ
ス
カ
ス
や
カ
イ
ロ
な
ど
マ
シ
ュ
リ
ク
各
地

を
遍
歴
し
た
。
一
二
三
二
年
か
ら
一
二
四
八
年
の
間
に
こ
の
書
を

編
纂
し
た
。
こ
の
書
の
写
本
は
数
多
く
現
存
が
確
認
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
内
容
は
読
者
に
と
っ
て
実
用
的
情
報
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

（
２９
）

al-Jaw
barı̄,

K
itāb

al-M
ukhtār

fı̄
K

ashf
al-A

srār
w

a-H
atk

al-A
slār

﹇
以
下M

ukhtār

と
略
記
﹈,K

uw
ait,1996,p.129.

医

療
業
の
ほ
か
に
も
、
例
え
ば
錬
金
術
師
・
大
工
・
織
物
屋
・
パ
ン

屋
・
八
百
屋
・
粉
屋
な
ど
職
種
別
に
詐
欺
行
為
の
具
体
的
事
例
が

中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
女
性
医
療
者

八
三
（
三
〇
七
）



記
録
さ
れ
て
い
る
。

（
３０
）

al-Jaw
barı̄,M

ukhtār,pp.129

�137.
（
３１
）

al-Jaw
barı̄,M

ukhtār,p.129.
（
３２
）
「
万
病
に
効
く
薬
」
は
、
蜂
蜜
や
ブ
ド
ウ
汁
と
ご
ま
ペ
ー
ス
ト

で
作
ら
れ
た
練
り
薬m

a‘jūn

、「
食
べ
物
を
欲
せ
ず
に
す
む
薬
」

は
ナ
イ
ル
川
の
泥
土
と
蜂
蜜
と
ご
ま
ペ
ー
ス
ト
を
混
ぜ
た
丸
薬

・

qurs

、「
若
返
る
効
果
を
も
つ
軟
膏
」
は
、
仔
牛
脂
を
赤
色
に
着
色

し
た
も
の
だ
っ
た
（al-Jaw

barı̄,M
ukhtār,pp.129

�131

）。

（
３３
）

al-Jaw
barı̄,M

ukhtār,p.130.

（
３４
）

dahan
al-m

unfı̄dh
（
有
益
軟
膏
）
の
実
演
販
売
と
は
、
雇
わ

れ
人
が
、
杖
を
用
い
ね
ば
歩
行
で
き
な
い
老
人
の
ふ
り
を
し
て
、

軟
膏
塗
布
後
た
ち
ま
ち
杖
な
し
で
歩
け
る
よ
う
に
な
る
演
技
を
し
、

薬
の
効
果
を
宣
伝
し
た
も
の
だ
っ
た
（al-Jaw

barı̄,M
ukhtār,p.

131

）。

（
３５
）

al-Jaw
barı̄,M

ukhtār,pp.138

�139.

（
３６
）
「
彼
は
言
っ
た
「﹇
洗
﹈
口
薬
で
あ
る
。
全
て
の
隠
さ
れ
て
い
た

病
気
を
顕
在
化
さ
せ
る
。
望
む
ひ
と
は
座
れ
」。
そ
こ
で
人
々
が
集

ま
り
座
っ
た
。
そ
し
て
一
人
が
出
た
。
汚
い
物
が
は
い
っ
た
瓶
を

と
り
だ
し
、
勧
め
て
「
こ
の
く
す
り
を
指
に
浸
け
ろ
。
そ
し
て
こ

れ
で
歯
を
こ
す
れ
。」
長
時
間
塗
る
と
、
汚
い
物
が
と
け
て
、
い
や

な
に
お
い
が
し
た
。「
唾
を
吐
き
な
さ
い
。
そ
し
て
手
の
ひ
ら
に
は

い
た
。
そ
し
て
、
病
の
に
お
い
を
嗅
げ
。
そ
し
て
鳥
も
飛
び
退
く

に
お
い
を
嗅
い
だ
。
そ
こ
で
彼
は
言
っ
た
。「
で
は
、
こ
の
﹇
水
が

入
っ
た
﹈
細
瓶
を
と
り
、
口
を
清
め
て
、
大
き
な
鉄
瓶
に
入
っ
た

粉sufūf

を
し
っ
か
り
と
塗
り
な
さ
い
」、
そ
の
者
が
行
う
と
「
唾

を
吐
い
て
嗅
ぎ
な
さ
い
。
こ
れ
は
み
な
口
の
中
か
ら
害
な
る
物
が

な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
こ
れ
を
続
け
れ
ば
、
あ
な
た
の
も
つ
口
臭
、

胃
の
腐
敗
物
、
黄
色
い
肌
、
歯
が
抜
け
る
こ
と
も
な
く
な
る
」。
彼

か
ら
、
半
デ
ィ
ル
ハ
ム
を
う
け
と
っ
た
。
そ
し
て
粉
を
少
量
与
え

た
（al-Jaw

barı̄,al-M
ukhtār,pp.138

�139

）。

（
３７
）
ウ
ラ
マ
ー
や
知
識
人
が
ペ
ス
ト
流
行
時
に
、
医
学
書
を
読
み
な

が
ら
、
食
養
生
を
実
践
し
て
い
た
こ
と
を
一
三
世
紀
の
ア
レ
ッ
ポ

の
ウ
ラ
マ
ー
、
イ
ブ
ン
・
ア
ル
�
ワ
ル
デ
ィ
ー
は
記
録
し
て
い
る

（Ibn
al-W

ardı̄,
E

ssay
on

the
R

eport
of

the
Pestilence,

E
ng-

lish
trans.

by
M

.
W

.
D

ols
in

M
.

W
.

D
ols,

“Ibn
al-W

ardı̄’s
risālah

al-nabā’
‘an

al-w
abā’:

A
T

ranslation
of

a
M

ajor
Source

for
the

H
istory

of
the

B
lack

D
eath

in
the

M
iddle

E
ast”,in

D
.K

.K
ouym

ijian

（ed.

）,N
ear

E
astern

N
um

ism
at-

ics,
Iconography,

E
pigraphy,

and
H

istory
:Studies

in
H

onor
ofG

eorge
C

.
M

iles,B
eirut,1974,pp.443

�455,pp.451

�453.

（
３８
）

al-Jaw
barı̄,M

ukhtār,p.129.

（
３９
）

Peter
N

.
Joosse,

T
he

Physician
as

a
R

ebellious
Intel-

lectual:T
he

B
ook

of
the

T
w

o
Pieces

of
A

dvice
or

K
itāb

al-

・

N
āsi

・hatayn
by

‘A
bd

al-La

・tı̄fibn
Y

ūsfal-B
aghdādı̄

﹇
以
下T

he
Physician

と
略
記
﹈,Frankfurt

am
M

ain,2014,p.11.

哲
学

者
、
か
つ
臨
床
医
で
あ
る
彼
は
、
弟
子
の
ハ
デ
ィ
ー
ス
学
者
ア

ル
�
ビ
ル
ザ
ー
リ
ー
（
一
二
三
九
年
歿
）
に
依
頼
さ
れ
、
医
療
に

関
す
る
預
言
者
の
言
行
に
、
医
学
的
注
釈
を
書
く
ほ
ど
に
、
ハ
デ

ィ
ー
ス
学
の
知
識
に
も
通
底
し
て
い
た
。
弟
子
ビ
ル
ザ
ー
リ
ー
の

編
纂
し
た
預
言
者
の
医
学
の
書
『
イ
ブ
ン
・
マ
ー
ジ
ャ
の
書
か
ら

の
預
言
者
の
医
学
の
四
十
の
伝
承
と
大
医
学
者
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ラ

テ
ィ
ー
フ
・
ア
ル
・
バ
グ
ダ
ー
デ
ィ
ー
に
よ
る
そ
の
伝
承
に
関
す

史

学
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る
注
釈
の
、
彼
の
弟
子
ム
ハ
ン
マ
ド
・
イ
ブ
ン
・
ア
ル
・
ビ
ル
ザ

ー
リ
ー
に
よ
る
編
纂
書al-A

rba‘ı̄n
al-

・tibbı̄ya
al-m

ustakhraja
m

in
sunan

Ibn
M

āja
w

a-sharhuha
lil-‘allām

a
al-

・tabı̄b
‘A

bd
al-La

・tı̄f
al-B

aghdadı̄
‘am

ala
tilm

ı̄dhuhu
al-shaikh

M
u

・ham
-

m
ad

ibn
Y

ūsufal-B
irzālı̄

』
は
、
次
章
で
検
討
す
る
一
四
世
紀

の
法
学
者
ザ
ハ
ビ
ー
の
『
預
言
者
の
医
学
』
に
お
い
て
、
医
学
的

見
解
の
引
用
元
で
あ
る
（Irm

eliPerho,T
he

Prophet’s
M

edi-
cine,p.56

）。

（
４０
）

Peter
N

.Joosse,T
he

Physician
,p.107

�108.

（
４１
）
『
王
の
﹇
医
﹈
書K

itāb
al-m

alakı̄

』
は
、
ブ
ワ
イ
フ
朝
の
君

主
ア
ド
ゥ
ド
・
ア
ッ
�
ダ
ウ
ラ
（
在
位
九
四
九
―
九
八
三
年
）
に

侍
医
マ
ジ
ュ
ー
ス
ィ
ー‘A

lı̄ibn
al-‘A

bbās
al-M

ajūsı̄

（
九
九
四

年
歿
）
が
彼
個
人
用
の
医
学
書
と
し
て
献
呈
し
た
書
で
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
は
ラ
テ
ン
語
訳
書
はLiber

regius
or

Pantegni

と
し
て

・

知
ら
れ
た
（Ibn

A
bı̄U

saybi‘ah,‘U
yūn

al-anbā’,p.319

参
照
）。

（
４２
）
『
医
学
の
百
章K

itāb-al-m
i’a

fı̄

・tibb

』、
イ
ブ
ン
・
ス
ィ
ー
ナ

ー
（
一
〇
三
七
年
歿
）
の
師
で
あ
り
ジ
ュ
ル
ジ
ャ
ー
ン
地
方
の
キ

・

リ
ス
ト
教
徒
医
師
マ
ス
ィ
ー
ヒ
ーA

bū
Sahl‘Isā

Y
ahyā

al-

・

・

M
ası̄hı̄

（
一
〇
一
〇
歿
）
の
書
（Ibn

A
bı̄U

saybi‘ah,‘U
yūn

al-
anbā’,pp.436

�438

参
照
）。

（
４３
）
『
医
学
典
範Q

ānūn
al-

・tibb

』、
イ
ブ
ン
・
ス
ィ
ー
ナ
ー
の
書

・

（Ibn
A

bı̄U
saybi

�ah,‘U
yūn

al-anbā’,pp.437

�459

参
照
）。

（
４４
）

Peter
N

.Joosse,T
he

Physician
,p.105.

（
４５
）

Peter
N

.Joosse,T
he

Physician
,p.103.

（
４６
）

Peter
N

.Joosse,T
he

Physician
,p.105.

（
４７
）

Peter
N

.Joosse,T
he

Physician
,pp.104

�5.

（
４８
）

Ibn
K

haldun,M
uqaddim

at
Ibn

K
haldūn

﹇
以
下M

uqad-
dim

at

略
記
﹈,3vols.,É

.M
.Q

uatrem
ère

（ed.

）,Paris,1858,
vol.2,p316,,pp.328

�346,vol.3,pp.118

�124.

イ
ブ
ン
�
ハ

ル
ド
ゥ
ー
ン
『
歴
史
序
説
』﹇
以
下
『
歴
史
序
説
』
と
略
記
﹈
森
本

公
誠
訳
、
第
三
巻
、
岩
波
文
庫
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
、
六

六
頁
、
八
〇
―
八
六
頁
、
三
七
六
―
三
八
〇
頁
。

（
４９
）
モ
ロ
ッ
コ
の
フ
ェ
ス
生
ま
れ
、
カ
イ
ロ
で
活
躍
し
た
マ
ー
リ
ク

派
法
学
者
で
あ
る
。『
入
門
』
編
纂
は
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
七
三
二
年
ム

ハ
ッ
ラ
ム
月
、
西
暦
一
三
三
二
年
十
月
か
ら
十
一
月
と
さ
れ
る
。

ま
た
カ
イ
ロ
で
八
十
歳
に
没
し
た
際
、
自
宅
の
あ
る
カ
ラ
ー
フ
ァ

地
区
で
の
葬
式
は
多
く
の
群
衆
が
参
列
し
た
よ
う
に
、
住
民
の
尊

敬
を
集
め
て
い
た
ウ
ラ
マ
ー
だ
っ
た
（Paulina

B
.Lew

icka,“R
e-

considering
A

spects
of

Inter-C
om

m
unal

A
ntagonism

of
the

M
am

luk
Period

﹇
以
下“R

econsidering
A

spects”

と
略

記
﹈”,

in
Stephan

C
onerm

ann

（ed.

）,U
bi

sum
us?

quo
vade-

m
us?

:M
am

luk
studies,

state
of

the
art,

G
oettingen,

2013,
pp.231

�261,p.250

）。

（
５０
）
と
こ
ろ
で
、
彼
が
医
学
史
上
の
筆
頭
に
挙
げ
た
医
師
は
、
古
代

ギ
リ
シ
ャ
の
医
学
者
の
ガ
レ
ノ
ス
で
あ
り
、「
古
代
医
学
の
権
威

者
」
で
「
医
学
に
関
す
る
彼
の
著
者
は
、
後
世
の
医
者
の
手
本
と

な
る
傑
作
で
あ
っ
た
」
と
し
て
い
る
（M

uqaddim
at,vol.3,p.

118

『
歴
史
序
説
』、
第
三
巻
、
三
七
八
頁
。

（
５１
）

M
uqaddim

at,vol.3,pp.118

�119,

イ
ブ
ン
�
ハ
ル
ド
ゥ
ー

ン
『
歴
史
序
説
』、
第
三
巻
、
三
七
八
頁
。

（
５２
）

D
oris

B
ehrens-A

bouseif,“T
he

Im
age

of
the

Physician”,
p.336.

中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
女
性
医
療
者

八
五
（
三
〇
九
）



（
５３
）

Prosper
A

lpin,La
m

edicine
des

E
gyptians,

trans
and

ed.
by

R
.de

Fenoyl,C
airo,1980,vol.2,p.14

;

オ
ス
マ
ン
期
カ

イ
ロ
に
は
医
学
書
を
読
み
、
研
究
を
行
う
者
も
い
た
（Sherry

Sayed
G

adelrab
,

“M
edical

H
ealers

in
O

ttom
an

E
gypt,

1517
�1805”,pp.372

�373

）。

（
５４
）

Sherry
Sayed

G
adelrab,

“M
edical

H
ealers

in
O

ttom
an

E
gypt,1517

�1805”,pp.368

�371.
・

（
５５
）

Ibn
al-H

ājj,M
adkhal,vol.2,part.4,pp.107

�149

（
非
ム

ス
リ
ム
医
療
者
へ
の
批
判
に
つ
い
て
はPaulina,B

.Lew
icka,

“R
econsidering

A
spects”,pp.235

�236

を
参
照
）。

・

（
５６
）

Ibn
al-H

ājj,M
adkhal,vol.1,p.3.

・

（
５７
）

Ibn
al-H

ājj,M
adkhal,vol.2,part.4,pp.307

�308.

（
５８
）

Paulina
B

.Lew
icka,“R

econsidering
A

spects”,
pp.

231

�

261.

（
５９
）
ム
ザ
イ
イ
ン
に
つ
い
て
は
註（
１１
）を
参
照
。

（
６０
）
使
用
す
る
薬
の
一
覧
、
調
合
方
法
や
治
療
法
な
ど
実
践
的
知
識

は
「
身
体
の
医
学
と
お
守
り
」、「
コ
ー
ラ
ン
に
よ
る
癒
し
」、「
魔

術
や
悲
嘆
、
諸
病
に
効
果
あ
る
も
の
」、「
歯
痛
の
薬
」、「
め
ま
い

や
視
力
低
下
の
薬
」、「
黄
疸
の
薬
」、「
胃
痛
や
下
痢
の
薬
」、「
背

中
の
痛
み
や
足
の
熱
の
薬
」、「
手
の
痛
み
の
薬
」、「
胃
腸
の
冷
え

・

の
薬
」、「
頭
の
冷
え
の
薬
」
の
項
目
に
記
録
が
あ
る
（Ibn

al-H
ājj,

M
adkhal,vol.2,part.4,pp.105

�149

）。

・

（
６１
）

Ibn
al-H

ājj,M
adkhal,vol.2,part.4,p.114.

・

（
６２
）

Ibn
al-H

ājj,M
adkhal,

vol.2,part.4,pp.108

�110.

（
６３
）
イ
ブ
ン
・
ア
ル
�
ハ
ー
ッ
ジ
は
、
医
師
、
眼
科
医
、
会
計
官
の

・

三
つ
の
職
業
を
挙
げ
て
い
る
（Ibn

al-H
ājj,M

adkhal,vol.2,

part.4,p.114

）。

（
６４
）

Irm
eli

Perho
,

T
he

Prophet’s
M

edicine,
pp

.
117

�118
;

Paulina
B

.Lew
icka,“

M
edicine

for
M

uslim
s?”,

pp.
83

�106,
pp.89

�99

を
参
照
。
約
二
百
年
後
十
六
世
紀
に
お
い
て
も
ユ
ダ
ヤ

教
徒
の
医
師
た
ち
の
診
療
を
ム
ス
リ
ム
た
ち
が
望
む
状
況
は
変
わ

ら
ず
、
ダ
ー
ウ
ー
ド
・
ア
ン
タ
ー
キ
ー
（
一
五
九
九
―
一
六
〇
〇

年
歿
）
は
、
カ
イ
ロ
に
て
高
名
な
法
学
者
た
ち
が
病
気
に
な
る
と

ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
医
師
の
も
と
に
駆
け
込
む
状
況
を
み
た
。
そ
こ
で

彼
は
カ
イ
ロ
で
ム
ス
リ
ム
医
師
養
成
を
志
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い

る
（D

oris
B

ehrens-A
bouseif,

“T
he

Im
age

of
the

Physi-
cian”,p.339

）。

（
６５
）

S.
D

.
G

oitein,
A

M
editerranean

society,
vol.

2,
p.

242
;

D
oris

B
ehrens-A

bouseif,“T
he

Im
age

of
the

Physician”,
p.

333
;Paulina

B
.Lew

icka,“
R

econsidering
A

spects”,
p.

236.

（
６６
）

D
oris

B
ehrens-A

bouseif,“T
he

Im
age

of
the

Physician”,
pp

.
333

�334
;

Paulina
B

.
Lew

icka,
“R

econsidering
A

s-
pects”,pp.243

�244.

ウ
ラ
マ
ー
た
ち
の
非
ム
ス
リ
ム
医
療
者
の

活
動
に
対
抗
し
た
動
き
と
し
て
は
、
マ
ド
ラ
サ
や
専
門
学
校
で
の

医
学
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
拡
充
が
あ
っ
た
（Ibid.,pp.250

�

251

）。

（
６７
）

Ibn
al-U

khuw
w

a,M
a

‘ālim
al-qurba

,p.166,

英
訳p.56.

（
６８
）

Perho,T
he

Prophet’s
M

edicine,p.27.
（
６９
）

al-M
aqrı̄zı̄,

A
l-Sulūk

li-m
a
�rifat

duw
al

al-m
ulūk,

8vols.,
B

eirut,1997,vol.2,part.3,p.925.

・

（
７０
）

Ibn
al-H

ājj,M
adkhal,vol.2,part.4,p.111.

（
７１
）

Peter
E

.
Porm

ann,
“Im

ages
of

the
C

harlatan,
p.

207
:

史

学

第
八
七
巻

第
三
号

八
六
（
三
一
〇
）



Irm
eliPerho,T

he
Prophet’s

M
edicine,

p.
50

;Sherry
Sayed

G
adelrab

,
“M

edical
H

ealers
in

O
ttom

an
E

gypt,
1517

�

1805”,p.373.
（
７２
）
当
時
の
医
者
は
、
外
見
を
学
識
者
風
に
し
て
患
者
獲
得
を
試
み
、

治
療
に
お
い
て
は
単
純
な
処
置
で
済
む
症
例
に
お
い
て
も
複
雑
な

処
置
を
選
択
し
て
い
た
こ
と
を
バ
グ
ダ
ー
デ
ィ
ー
は
伝
え
て
い
る

（Peter
N

.
Joosse

&
Peter

E
.

Porm
ann

,
“D

ecline
and

D
ecadence

in
Iraq

”
pp

.
16

�17
;Sherry

Sayed
G

adelrab
,

“M
edicalH

ealers
in

O
ttom

an
E

gypt,1517

－1805”,
p.

373

）。

・

（
７３
）

Ibn
al-H

ājj,M
adkhal,vol.2,part.4,p.74.

・

（
７４
）

Ibn
al-H

ājj,M
adkhal,vol.2,part.4,p.74.

・

（
７５
）

Ibn
al-H

ājj,M
adkhal,vol.2,part.4,p.114.

（
７６
）

Ibid..

・

（
７７
）

Ibn
al-H

ājj,M
adkhal,vol.2,part.4,p.114.

（
７８
）

Ibid..

「
結
論
と
し
て
は
、
現
在
で
は
、
知
識
・
経
験
・
宗
教

に
お
い
て
最
も
正
し
い
ム
ス
リ
ム
の
医
師
に
向
か
う
べ
き
で
あ

る
。」
と
結
ん
だ
（Ibid.

）。

（
７９
）

Ibid..

（
８０
）

Ibn
U

kuw
w

a,M
a

‘ālim
al-qurba

,
p.

166,

英
訳pp.

56
�

57.

・

（
８１
）

Ibn
al-H

ājj,M
adkhal,vol.2,part.4,p.111.

（
８２
）

Ibid..

（
８３
）

D
oris

B
ehrens-A

bouseif,
F

ath
A

llāh
and

A
bū

Zakari-
yya

:Physicians
under

the
M

am
uluks,p.14.

（
８４
）
シ
ャ
ー
フ
ィ
ィ
ー
法
学
派
に
属
し
、
反
ア
シ
ュ
ア
リ
ー
派
を
表

明
し
た
。
ハ
デ
ィ
ー
ス
を
学
ぶ
た
め
に
カ
イ
ロ
や
メ
ッ
カ
、
中
東

各
地
へ
赴
い
た
。
ダ
マ
ス
カ
ス
に
戻
っ
た
の
ち
は
、
マ
ド
ラ
サ
に

お
い
て
ハ
デ
ィ
ー
ス
の
教
授
と
な
っ
た
ハ
ン
バ
リ
ー
派
法
学
者
の

イ
ブ
ン
・
タ
イ
ミ
ー
ヤ
に
も
師
事
し
た
。
彼
の
主
な
著
作
と
し
て

は
人
名
録M

ı̄zān
al-i‘tidāl

fı̄
naqd

al-rijāl

、
歴
史
書T

a’rı̄kh
al-Islām

が
あ
る
（Irm

eliPerho,T
he

Prophet’s
M

edicine,pp.
34

�35

を
参
照
）。

（
８５
）

al-D
hahabı̄,al-

・T
ibb

al-nabaw
ı̄,B

eirut,1990.

（
８６
）
構
成
は
三
部
か
ら
な
り
、
第
一
部
は
医
学
理
論
（
四
体
液
理
論

と
病
因
論
、
予
防
方
法
な
ど
）、
第
二
部
は
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順

の
薬
品
事
典
、
第
三
部
は
、
二
十
の
病
の
兆
候
や
治
療
法
で
あ
る
。

ザ
ハ
ビ
ー
の
書
の
独
自
性
は
、
預
言
者
の
伝
承
に
記
載
が
な
い
薬

で
あ
っ
て
も
有
益
な
薬
の
場
合
は
記
載
し
、
か
つ
ハ
デ
ィ
ー
ス
に

な
い
病
気
で
あ
っ
て
も
、
当
時
頻
繁
に
発
生
す
る
病
の
場
合
は
記

載
が
な
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
（Irm

eliPerho,T
he

Prophet’s
M

edicine,p.58

）。

（
８７
）
治
療
と
し
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
聖
者
の
墓
廟
参
詣
、
コ
ー
ラ
ン
の

朗
誦
、
祈
祷
も
主
要
な
も
の
で
あ
っ
た
（Irm

eliPerho,T
he

Prophet’s
M

edicine,pp.53

�64

）。

（
８８
）

al-D
hahabı̄,al-

・T
ibb

al-nabaw
ı̄,B

eirut,1990,p.236.

・

（
８９
）

Ibn
al-H

ājj,M
adkhal,vol.2,p.106.

た
だ
し
成
人
男
性
の

ム
ザ
イ
イ
ン
を
、
患
者
の
女
性
と
二
人
き
り
に
し
な
い
よ
う
に
、

立
ち
合
い
が
必
要
と
注
意
し
て
い
る
（Ibid

.

）。

（
９０
）

Irm
eli

Perho
,

T
he

Prophet’s
M

edicine,
pp

.
117

�118
;

Paulina,B
.Lew

icka,“M
edicine

for
M

uslim
s?”,pp.83

�106,
pp.89

�99

を
参
照
。

（
９１
）

M
uqaddim

at,vol.2,p.316
;

『
歴
史
序
説
』、
第
三
巻
、
六

中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
女
性
医
療
者

八
七
（
三
一
一
）



六
頁
。

（
９２
）

M
uqaddim

at,vol.2,p.328
;

『
歴
史
序
説
』、
第
三
巻
、
八

〇
頁
。

（
９３
）

M
uqaddim

at,vol.2,p.330

�331
;

『
歴
史
序
説
』、
第
三
巻
、

八
二
頁
。

・

（
９４
）

Ibn
al-H

ājj,M
adkhal,vol.2,part.4,p.106.

（
９５
）

D
oris

B
ehrens-A

bouseif,“T
he

Im
age

of
the

Physician”,
p.341.

・

（
９６
）

Ibn
al-H

ājj,M
adkhal,vol.2,part.4,p.106.

・

（
９７
）

Ibn
al-H

ājj,M
adkhal,vol.2,part.4,p.106.

・

（
９８
）

Ibn
al-H

ājj,M
adkhal,vol.2,part.4,p.107.

・

（
９９
）

Ibn
al-H

ājj,M
adkhal,vol.2,part.4,p.106.

（
１００
）
女
性
治
療
師
の
慣
習
の
一
つ
と
し
て
、
ズ
ボ
ンsirw

āl

を
身

に
着
け
ず
、
上
衣
の
み
着
用
し
人
前
に
出
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る

・

（Ibn
al-H

ājj,M
adkhal,vol.2,part.4,p.107.

）。

（
１０１
）

Prosper
A

lpin
,

La
M

edicine
des

É
gyptiens

par
Prosper

A
lpin

1581

�1584
,vol.2,p.276

�277.

史

学
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三
号

八
八
（
三
一
二
）


